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2020年

迎  春
本号は未入会の先生にも
お送りしました。

入会案内2面参照

香
港
が
揺
れ
て

い
る
（
昨
年
11
月

末
現
在
）。
昨
年
の

夏
、
興
味
を
そ
そ
ら

れ
て
旅
行
し
た
の
だ

が
（
帰
り
は
空
港
閉

鎖
で
帰
っ
て
来
れ
な
い
か
と
ヤ

キ
モ
キ
す
る
事
態
に
）、
香
港

空
港
で
出
迎
え
て
く
れ
た
の

は
、
マ
ス
ク
で
顔
を
覆
い
、
黒

い
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
無
言
で

微
笑
み
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲

げ
、『
光
復
香
港
』『
時
代
革
命
』

と
、
自
由
と
民
主
主
義
を
求
め

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡
そ
う

と
す
る
千
人
を
超
え
る
若
者
た

ち
だ
っ
た
▼
香
港
の
主
要
産
業

は
、
金
融
、
不
動
産
取
引
、
観

光
だ
そ
う
だ
が
、
基
本
的
に
は

90
年
代
か
ら
の
改
革
開
放
に
よ

る
中
国
の
巨
大
マ
ネ
ー
の
流
入

が
あ
げ
ら
れ
る
。
物
価
は
日
本

よ
り
高
く
、
休
日
の
公
園
に
は

多
数
の
ア
ジ
ア
出
身
の
イ
ス
ラ

ム
系
の
メ
イ
ド
た
ち
の
ピ
ク

ニ
ッ
ク
が
見
ら
れ
た
。
中
共
に

対
し
、
香
港
社
会
の
将
来
を
憂

え
た
若
者
や
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
市
民
が
、
自

由
と
民
主
主
義
を
訴
え
て
デ
モ

行
進
を
す
る
。『
願
栄
光
帰
香

港
』
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
映

像
に
は
心
を
震
え
さ
せ
ら
れ
る

▼
し
か
し
香
港
政
府
・
市
民
の

双
方
と
も
、
有
能
な
リ
ー
ダ
ー

や
戦
略
コ
ン
セ
プ
ト
に
欠
け
て

い
る
よ
う
で
、
警
察
に
至
っ
て

は
ま
る
で
素
人
の
よ
う
に
テ
ン

パ
っ
て
、
実
弾
を
大
腿
部
で
は

な
く
胸
部
に
当
て
て
重
傷
者
ま

で
出
し
、
事
態
を
エ
ス
カ
レ
ー

ト
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
11

月
末
の
香
港
区
議
会
選
挙
で

は
、
民
主
派
が
圧
倒
的
な
勝
利

を
収
め
た
。
今
後
の
東
ア
ジ
ア

情
勢
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

香
港
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

語
り
か
け
る
音
色

〜
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
の
実
践 

〜

例年、会員などの発表の場として開催しているドクターズ・ファミリー・コンサートですが、今回は富山県からオルガン奏者の松

原葉子さんにご出演いただきました。松原さんは徐々に筋力が衰えていく難病の筋ジストロフィーで、人工呼吸器ユーザーでもあり

ます。

松原さんとともにはるばる富山からやってきたリードオルガンを、松原さんとオルガンの調律師さん、音響スタッフとでステージ

にセッティングし、いざ、リハーサル。松原さんのつま先が上がって、下がって、演奏が始まります。リードオルガンは足踏み式

で、足下のペダルを踏んで空気を入れつづけながら弾きます。空気を入れるリズムは、言葉の合間の息継ぎのようで、オルガンの呼

吸に乗せられた音色は穏やかに語りかける心地でした。

演奏を聞きながら、今日という日を迎えるために、松原さんも、支援しているご友人の皆さんも、ご家族も、入院先の病院のス

タッフも、大変なご苦労があったことだろうと思いました。そして、自己実現をサポートする体制がどのような人にも届くことを願

いました。気がつけば松原さんの演奏は終わり、まだ観客のいない会場は、聞き入っていた他の出演者とスタッフの拍手で満ちてい

ました。� 【写真・文】長浦久実（事務局）

4〜7面　座談会「地域で暮らすためにみんなで考えよう
� 〜医療的ケアが必要な人の十分な人権保障のために」
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保険医協会に
ぜひご入会下さい！

本 号 は 未 入 会 の 先 生 に も お 送 り し ま し た 。

保険医協会は国民医療の充実と共に、
保険医の生活と権利を守ります。

石川県保険医協会 ☎076（222）5373

お電話または同封の入会申込ハガキに必要事項を記入のうえ、ご返送下さい。

日常診療に役立つさまざまな活動を行っています

診療報酬改定（医科・歯科・介護）時には、いち早く新点数情報をお届けします。
日常の保険請求への問い合わせにも懇切丁寧にお答えし、審査、指導、監査
などについての情報提供やご相談にも応じています。

共済制度「休業保障共済保険」「保険医年金」「グループ保険」などに加入できます。
新規開業医懇談会の開催や経営・税務・雇用に関する情報提供等も行って
います。

医科・歯科の共同体をいかし、交流・連携ができます。
医科・歯科ともに多彩な講演会を企画開催しています。

県内の医療・福祉関連情報として、『病院マップ』や『福祉マップ』、歯科関連では
『歯科保険診療便覧』『お口の機能を育てましょう』など石川協会オリジナル
の書籍をたくさん発行しています。
月に１回『石川保険医新聞』を発行しています。地元の地域医療に関する情報
や会員からの楽しい投稿が盛りだくさんです。

石川県保険医協会は、全国保険医団体連合会（保団連）に加入しているの
で、全国の審査、指導・監査の動向、厚生労働省の関係資料やその解説資料な
ど、必要な情報が迅速にお届けできます。

会員同士の交流会、文化企画にご参加いただけます。

1
2
3
4
5
6
7

8
9

10

たとえばこんなメリットが！注目

開業医 4,500円
勤務医 3,800円

会費（月額） なし入会金

※３カ月ごとに銀行口座から引き落としさせて頂きます。

医科　720人、歯科　313人
会員数　1,033人

入会の方法は

連絡先

医科新点数検討会
金沢会場

歯科新点数検討会

七尾会場

電話 076(222)5373　ＦＡＸ 076(231)5156
石川県保険医協会

2020年3月28日（土）18：30～20：30

石川県地場産業振興センター 本館・大ホール
と  き

ところ

2020年3月25日（水）19：00～21：30

ホテル金沢 ２階・ダイヤモンド
と  き

ところ

2020年3月29日（日）14：00～16：00

七尾美術館 アートホール
と  き

ところ

※詳細・申し込みは同封の案内チラシをご覧ください。

第1部

第2部

◆と　き 2020年3月8日（日）
　　　　午後1時～午後4時1５分
◆ところ ホテル金沢 （金沢市堀川新町1-1）

総会議事（予定）  
◆午後3時15分～午後4時15分　◆４階・風月

記念講演  
◆午後1時～午後3時　
◆２階・ダイヤモンド
　　　　　　　

・2019年度活動報告及び2020年度活動方針案
・2019年度決算報告及び2020年度予算案
・総会アピール　・特別功労者の表彰

・テーマ／ネット・スマホ依存 
　　　　～実態と診断､そして治療･対策

・講　師／樋口 進氏
　　　　（国立病院機構久里浜医療センター院長）
・対　象／どなたでも（参加費無料）
・申込方法／氏名、申込人数を記入の上、FAX・メール・電話より
　　　　　  お申し込みください。

第46回定期総会
石川県保険医協会

※詳細は同封の案内チラシをご覧ください。

皆さま明けましておめでとうございます。昨年は数十年に一度と
される自然災害が文字通り波状攻撃のように日本列島を襲い、甚大
な被害をもたらしました。改めて犠牲となった方々のご冥福をお祈
りし、被災された方々に心よりお見舞いを申し上げます。
さて、当協会は発足以来「保険医の生活と権利を守り、国民医療
の向上を目指す」という目的を掲げて活動を続けております。当然
ながら活動内容は多岐にわたるのですが、いかなる場合でも現場を
第一に考えることを何よりも重要視しています。講演会や勉強会な
どでも医療・介護・福祉の現場での日々の問題点を題材とするよう
に考えています。昨年行われた抗菌薬適正使用、食物アレルギー、
ゲームを含めた依存症、あるいはエンゼルケアに関するものなどは
いずれもこの考えに即したものであり、今後も継続して取り組んで
いく所存です。
また医療機関の経営の安定も最重要課題の一つです。当協会関連
の各種共済制度はすでに一定の評価を得ていると自負するものであ
り、今後もその普及に努めてまいります。さらに今年は診療報酬改
定の年で、従来通りに検討会を開催いたします。会員医療機関に診
療報酬を間違いなく請求していただくお手伝いをすることはもちろ
ん、こちらでも現場からの声を拾い上げてより良い医療制度、さら
には全ての国民にとって住みやすい社会の実現を目指してまいり
ます。
会員医療機関にとって真に役立つ、そしてよりいっそう頼りにな
る保険医協会を目指すことをお誓いして年頭のあいさつといたし
ます。

年頭所感

現場第一の活動を
会長　三宅　靖（金沢市・内科）
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11
月
17
日

（
日
）、
石
川
県

地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
歯
科
部
主

催
の
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。
講
師
は
奥

羽
大
学
歯
学
部

歯
科
保
存
学
講

座
歯
周
病
学
分

野
教
授
の
高
橋

慶
壮
先
生
。
題

は
「
歯
周
外
科

治
療
を
日
常
臨

床
に
取
り
込
も

う
！
」
で
34
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
に
よ
れ
ば
、
変
遷
・
発

展
す
る
歯
科
医
療
に
お
い
て
、

歯
周
外
科
治
療
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

は
極
め
て
有
用
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
垂
直
性
骨
欠
損

に
対
す
る
リ
グ
ロ
ス
や
エ
ム
ド

ゲ
イ
ン
を
用
い
た
歯
周
組
織
再

生
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
と
そ

の
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
周
囲
炎

に
対
す
る
外
科
処
置
、
そ
し
て

も
ち
ろ
ん
歯
周
治
療
に
お
い
て

も
で
す
。

今
回
、
解
説
が
あ
っ
た
の
は

遊
離
歯
肉
や
結
合
織
の
移
植

術
、
フ
ラ
ッ
プ
手
術
で
し
た
。

特
に
ラ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
ウ
ィ
ド

マ
ン
フ
ラ
ッ
プ
改
良
型
で
は
、

歯
槽
骨
の
吸
収
を
抑
制
す
る
た

め
、
歯
槽
骨
頂
１
ミ
リ
上
ま
で

の
結
合
織
は
保
存
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
し
、
効
率
的
な

専
用
バ
ー
を
用
い
て
の
ル
ー
ト

プ
レ
ー
ニ
ン
グ
を
示
し
て
い
ま

し
た
。

松
浦
静
山
の
「
勝
ち
に
不
思

議
の
勝
ち
あ
り
、
負
け
に
不
思

議
の
負
け
な
し
」
の
名
言
を
あ

げ
、
技
術
の
進
歩
が
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ト
ー
に
陥
ら
な
い
よ
う
、

数
百
枚
の
ス
ラ
イ
ド
の
な
か
に

失
敗
例
も
提
示
し
て
、
参
加
者

に
総
山
孝
雄
の
言
う
「
総
合
医

と
し
て
の
専
門
医
」
と
な
る
こ

と
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

私
は
卒
後
10
年
目
の
小
児
科

医
で
す
。
小
児
医
療
に
つ
い
て

未
だ
知
り
得
ぬ
こ
と
が
山
積
し

て
い
る
一
方
で
、
も
う
そ
ろ
そ

ろ
若
手
と
は
言
っ
て
も
ら
え
な

い
立
場
に
な
り
ま
し
た
。
浅
学

非
才
な
視
点
に
何
ら
か
の
意
義

が
あ
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
私

な
り
に
浮
か
ぶ
こ
と
を
書
き
連

ね
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

と
し
て
の
小
児
医
療

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む

現
代
社
会
に
お
い
て
、
減
り
ゆ

く
子
ど
も
へ
の
対
策
は
喫
緊
の

課
題
で
す
。
旗
振
り
役
の
責
任

が
不
明
瞭
な
ま
ま
の
「
産
み
や

す
く
育
て
や
す
く
」
と
い
う
理

想
論
は
、
目
下
で
年
少
人
口
が

減
少
し
続
け
る
中
で
、
卓
上
の

空
論
と
化
す
こ
と
が
危
惧
さ
れ

ま
す
。
私
自
身
も
、
ぼ
ん
や

り
と
し
た
問
題
意
識
し
か
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
中
、
県
内
の

〇
〇
市
で
勤
務
す
る
機
会
を
頂

い
た
際
に
衝
撃
を
受
け
た
数
字

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
小
中

学
校
に
お
け
る
1
学
年
分
の

人
数
が
、
赴
任
時
で
80
人
程

度
、
40
年
後
の
2
0
6
0
年
に

は
23
人
と
予
測
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。「
1
校
」
で
は
な
く
、

「
市
内
全
体
」
あ
た
り
の
数
字

で
す
。

子
育
て
世
代
に
お
い
て
必
須

の
生
活
基
盤

=

イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
で
あ
る
小
児
医
療
を

提
供
す
る
上
で
、
こ
の
衝
撃
的

な
数
字
は
時
間
・
距
離
的
な
課

題
を
内
包
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
病
院
ま
で
救
急
車
で
も
1

時
間
以
上
か
か
る
地
域
で
は
、

人
口
比
率
に
応
じ
た
医
療
資
源

の
分
配
や
集
約
化
と
い
っ
た
対

策
を
単
純
に
当
て
は
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
医

療
従
事
者
に
限
ら
な
い
様
々
な

大
人
が
課
題
解
決
に
向
か
う
に

あ
た
り
、
こ
の
よ
う
な
少
子
化

の
ス
ピ
ー
ド
と
イ
ン
パ
ク
ト
に

抗
う
こ
と
は
、
並
大
抵
以
上
の

困
難
を
伴
い
ま
す
。
そ
の
渦
中

に
あ
っ
て
、
医
療
に
対
す
る
期

待
と
あ
る
種
の
諦
め
が
入
り
混

じ
り
、
子
ど
も
と
家
族
の
将
来

に
悩
む
保
護
者
の
方
々
の
姿
が

非
常
に
印
象
的
で
し
た
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と

し
て
の
小
児
医
療

現
在
私
が
勤
務
し
て
い
る
病

院
で
は
、
重
症
心
身
障
害
や

神
経
難
病
と
い
っ
た
疾
患
な

ど
の
外
来
・
入
院
に
加
え
て
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
家
族
の
精

神
的
・
肉
体
的
な
負
担
軽
減

=

息
抜
き
を
目
的
と
し
た
数
泊
の

短
期
入
院
）
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
当
科
で
は
、
気
管
切

開
を
さ
れ
た
方
や
人
工
呼
吸
器

管
理
を
要
す
る
方
な
ど
、
医
療

的
ケ
ア
の
必
要
度
が
高
い
ケ
ー

ス
の
受
け
入
れ
が
中
心
で
す
。

ま
た
、
緊
急
時
に
予
定
外
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
、
安
全
網

=

セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機
能

を
担
っ
て
い
ま
す
。

在
宅
医
療
へ
の
移
行
が
推

進
さ
れ
る
昨
今
に
お
い
て
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
家
族
が
退

院
を
決
め
る
、
あ
る
い
は
在
宅

医
療
を
継
続
す
る
前
提
条
件
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
、

す
で
に
在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
を
含
め
て
介
護
者
の

高
齢
化
が
進
み
、
そ
の
需
要

は
ま
す
ま
す
高
ま
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
在
宅
医
療

へ
の
移
行
や
継
続
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
い
う
小
児
医
療
の
役
割

は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

い
く
は
ず
で
す
。
一
方
で
、
受

け
入
れ
病
床
数
は
県
内
全
体
で

み
て
も
十
分
と
は
言
え
な
い
現

状
が
あ
り
、
今
後
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

将
来
の
縮
図
と
し
て

私
の
個
人
的
な
印
象
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
内
で
自
分

が
経
験
し
感
じ
た
課
題
が
日
本

全
体
の
縮
図
で
あ
る
か
の
ご
と

く
感
じ
ま
す
。
縦
長
な
地
理
的

条
件
や
医
療
資
源
の
偏
在
な
ど

か
ら
生
じ
る
課
題
の
輪
郭
が
、

両
者
で
重
な
る
の
で
は
と
愚
考

し
て
い
ま
す
。
人
口
増
加
は
夢

物
語
で
あ
る
と
し
て
も
、
小
児

医
療
に
は
社
会
基
盤
の
一
つ
と

し
て
子
ど
も
や
家
族
の
未
来
を

支
え
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
多
職
種
の
大
人
が
子
ど
も

た
ち
に
向
け
て
連
携
し
た
（
ひ

い
て
は
全
国
に
提
示
で
き
る
よ

う
な
）
将
来
像
が
期
待
さ
れ
て

お
り
、
す
で
に
様
々
な
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
議
論
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

将
来
に
貢
献
す
る
べ
く
、
小
児

科
医
と
し
て
今
後
も
尽
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

34人が参加し開催された（11月17日・地場産業振興センター）

（
問
題
は
16
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
、
３
と
四
子
に
し
て
捨
て
る
の
が

好
手
段
。
白
４
に
黒
５
か
ら
７
で
白
死
で

す
。
黒
１
で
２
は
白
１
黒
７
白
５
で
白
生

き
。
黒
１
で
５
は
白
１
以
下
コ
ウ
。
黒
３

で
５
は
白
３
で
白
生
き
で
す
。

囲

解
答

碁

☗
３
二
歩
成
☖
１
一
玉
☗
２
一

と
☖
同
玉
☗
３
二
銀
不
成
☖
１

一
玉
☗
１
二
桂
成
☖
同
玉
☗
２

三
金
☖
１
一
玉
☗
２
一
銀
成
☖

同
玉
☗
３
二
香
成
☖
１
一
玉
☗

２
二
成
香
ま
で
15
手
詰
。

〈
解
説
〉
☗
３
二
歩
成
か
ら
☗

２
一
と
と
捨
て
て
、
さ
ら
に
☗

３
二
銀
不
成
か
ら
９
手
目
☗
２

三
金
と
こ
の
金
の
参
加
で
終
わ

り
に
近
づ
く
…
…
。
13
手
目
☗

３
二
香
成
で
手
数
は
長
い
が
解

決
し
ま
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
16
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

5
＋
7
で
、答
え
は「
12
」

（
問
題
16
面
）

講師の高橋慶壮先生

小児科医からの

発信
小児科医からの

発信
～子どもは未来、
　日本の未来～

《第42回》

村
岡

　正
裕
（
医
王
病
院
・
小
児
科
）

 
社
会
的
基
盤
と
し
て
の

 

小
児
医
療 

「傷病休業給付金」は、ケガや疾病
により６日以上連続して休業された
場合に、６日目以降休業された日数
分給付されます。休業される事態が
生じた場合は、速やかに保険医協会
事務局までご連絡ください。

休業保障共済保険に
ご加入されている
先生方へ

石川県保険医協会　TEL(076)222-5373FAX(076)231-5156

歯科学術講演会

歯周外科治療を
� 日常臨床に取り込もう�！

理事　濱田　久（かほく市・歯科）

石 川 保 険 医 新 聞 第573号（3）2020年1月15日（毎月15日発行）



３
年
半
の
活
動

【
野
口
（
司
会
）】　

皆
さ
ん
、

こ
ん
に
ち
は
。
庭
の
松
も
雪
吊

さ
れ
金
沢
も
冬
支
度
で
す
ね
。

今
日
は
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

み
ん
な
で
考
え
る
会
（
以
下
、

考
え
る
会
）
の
メ
ン
バ
ー
と
、

脳
性
ま
ひ
当
事
者
の
塚
谷
さ
ん

に
凪
（
な
ぎ
）
の
い
え
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
司

会
の
野
口
で
す
。
こ
こ
の
一
室

を
お
借
り
し
先
日
か
が
や
き
在

宅
診
療
所
を
開
業
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
宮
本
】	

弁
護
士
の
宮
本
で

す
。
弁
護
士
と
し
て
主
に
行
政

側
と
の
交
渉
の
部
分
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
で
き

る
限
り
い
ろ
い
ろ
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
田
中
】	
田
中
で
す
。
古
込
さ

ん
と
考
え
る
会
の
共
同
代
表
を

し
て
ま
す
。
１
９
７
８
年
か
ら

地
域
に
こ
だ
わ
る
重
度
障
害
の

あ
る
人
に
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
看
護
師
で
す
。
最
近
は
、

脳
性
ま
ひ
当
事
者
で
自
立
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
富
山
代
表
の
平

井
誠
一
さ
ん
と
一
緒
に
動
く
こ

と
が
多
い
で
す
ね
。
古
込
さ
ん

の
こ
と
も
平
井
さ
ん
か
ら
招
請

を
受
け
る
形
で
動
き
始
め
ま

し
た
。

【
野
口
】	

デ
ュ
シ
ェ
ン
ヌ
型
筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
い
う
難
病

を
お
持
ち
の
古
込
和
宏
さ
ん

が
、
考
え
る
会
を
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
亡
く
な
ら
れ
て

半
年
が
経
ち
ま
し
た
。
私
も
在

宅
主
治
医
と
し
て
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
高
島
】	

な
な
い
ろ
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
高
島
で
す
。

退
院
１
年
前
ぐ
ら
い
か
な
。
突

然
、
古
込
さ
ん
か
ら
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
「
お
願
い
し
ま
す
」

と
連
絡
が
来
た
の
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
退
院
前
か
ら
足
し
げ

く
病
院
に
通
い
、
病
院
ス
タ
ッ

フ
と
い
ろ
い
ろ
話
し
な
が
ら
、

や
っ
と
退
院
で
き
た
っ
て
感
じ

だ
っ
た
の
で
本
当
に
勉
強
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

思
い
出
す
と
ま
だ
涙
が
出
ま
す

が
、
感
謝
し
て
ま
す
。

【
西
田
】	

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
運
営
し
て
お
り
ま
す

西
田
で
す
。
高
齢
者
介
護
を
し

て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
古

込
さ
ん
と
出
会
っ
て
今
は
障
害

の
あ
る
方
に
寄
り
添
う
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
最

近
、
塚
谷
さ
ん
と
も
出
会
っ
た

こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
広

が
っ
た
り
、
見
え
た
り
し
て
く

る
の
か
な
と
思
っ
て
い
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。

【
野
口
】	

考
え
る
会
の
メ
ン

バ
ー
は
、
古
込
さ
ん
が
退
院
さ

れ
る
約
２
年
前
か
ら
亡
く
な
ら

れ
る
ま
で
の
約
３
年
半
の
間
、

古
込
さ
ん
と
共
に
い
ろ
い
ろ
な

形
で
活
動
い
た
し
ま
し
た
。
今

日
は
、
障
害
を
お
持
ち
で
医
療

的
ケ
ア
が
必
要
な
人
た
ち
の
人

権
が
十
分
に
保
障
さ
れ
る
社
会

と
は
ど
の
よ
う
な
社
会
か
、
そ

し
て
保
障
さ
れ
て
い
な
い
の
な

ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
塚

谷
さ
ん
含
め
皆
さ
ん
と
お
話
し

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

【
塚
谷
】	

は
じ
め
ま
し
て
。
塚

谷
洋
と
申
し
ま
す
。
な
か
な
か

親
に
意
見
が
通
ら
ず
、
恥
ず
か

し
な
が
ら
52
歳
の
と
き
、
や
っ

と
ひ
と
り
暮
ら
し
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
月
で
、

ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
丸
10
年

た
ち
ま
し
た
。
62
歳
で
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
い
ろ
ん
な
施

設
に
い
な
が
ら
も
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
昔
か
ら
車
い
す
に

乗
っ
て
ま
し
た
が
、
20
代
、
30

代
は
、
一
人
で
東
京
、
大
阪
、

北
海
道
、
九
州
ま
で
電
車
で

行
っ
て
ま
し
た
。
昔
か
ら
活
動

的
で
し
た
ね
。

後
に
続
く
人
た
ち
に
も
っ
と

も
っ
と
豊
か
な
生
活
を
提
供
し

て
、
少
し
で
も
、
ほ
ん
の
ひ
と

か
け
ら
で
も
い
い
か
ら
何
か
を

し
て
、
命
あ
る
限
り
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ま
た
皆
さ
ん
の
お
力
を
お

貸
し
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

使
い
に
く
い
制
度

【
野
口
】	

で
は
、
古
込
さ
ん
の

支
援
を
通
じ
て
感
じ
た
思
い

や
、
問
題
点
を
語
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
古
込
さ

ん
は
８
歳
で
入
院
し
て
、
家
に

帰
る
ん
だ
と
い
っ
て
44
歳
の
と

き
に
退
院
し
た
ん
で
す
よ
ね
。

退
院
後
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参

加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
パ
ジ
ャ
マ
で
参
加
し
よ

う
と
し
た
ん
で
し
た
か
ね
ぇ
。

ス
ー
パ
ー
に
高
島
さ
ん
た
ち
と

行
っ
た
と
き
、
あ
ん
な
に
物
が

並
ん
で
い
る
こ
と
に
び
っ
く
り

し
て
た
ん
で
す
よ
ね
。
小
さ
い

頃
か
ら
長
く
入
院
し
て
い
る
と

は
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。

【
西
田
】	

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

も
知
ら
な
か
っ
た
も
ん
ね
。

【
野
口
】	

知
ら
な
か
っ
た
ん
で

す
よ
ね
ぇ
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
い
た

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
人
の
十
分
な
人
権
保
障
の
た
め
に

宮本　研太氏
弁護士

（
5
面
へ
つ
づ
く
）

〈開催趣旨〉
障害があるがゆえに、病院での長期療養や施設入所を余儀なくされる人がいま

す。人工呼吸器や喀痰吸引などの医療的ケアが必要となれば、地域で生活する
ハードルはさらに上がります。しかし「自分の選んだ場所で、やりたいことをや
り、自分らしく生活したい」は全ての人に共通する願いだと思います。
5歳でデュシェンヌ型筋ジストロフィーと診断され、 8歳で入院した古込和宏

さん。彼の「地域で暮らしたい」という願いを実現するため発足したのが「地域
で暮らすためにみんなで考える会（2016年10月20日発足、以下考える会）」です。
石川県保険医協会も考える会の支援団体として活動に協力してきました。2017年
10月に念願の一人暮らしをスタートさせ、夢をひとつずつ叶えていった古込さん
ですが、その後、入退院を繰り返し、大変残念ながら2019年 4 月に逝去されました。
しかしながら、古込さんのつくった道に足跡を重ね、地域移行を行う人が現れています。重度障害があったり、医療的ケア

が必要でも、地域で自分らしく生きるために必要なことは何なのかを、考える会の皆さんに語り合っていただきました。

地域で暮らすために
　　　 みんなで考えよう

新 春
座談会

 座談会出席者（順不同） 

宮本　研太 氏
（弁護士）

田中　啓一 氏
（地域で暮らすためにみんなで考える会共同代表、看護師）

高島久美子 氏
（なないろ訪問看護ステーション所長）

西田まち子 氏
（訪問介護事業所凪のいえ、介護福祉士）

塚谷　　洋 氏
（脳性まひ当事者）

  ※森田幸生 氏（塚谷洋氏ヘルパー）

司会／野口　晃 理事
（金沢市・内科）

古込和宏さん（写真中央）と「地域で暮らす
ためにみんなで考える会」メンバー

石 川 保 険 医 新 聞 2020年1月15日（毎月15日発行）（4）第573号



ら
違
う
世
界
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
ぁ
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
。
古
込
さ
ん
か
ら
小
児
在
宅

医
療
に
も
っ
と
関
わ
り
な
さ
い

と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
積

極
的
に
関
わ
ら
な
き
ゃ
と
思

い
な
が
ら
日
々
診
療
し
て
い

ま
す
。

【
宮
本
】	

行
政
交
渉
で
問
題
を

感
じ
た
点
な
の
で
す
が
、
金
沢

市
は
古
込
さ
ん
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
大
変
理
解
を
示
し
て
く

れ
て
、
非
常
に
良
好
な
関
係
で

し
た
。
そ
れ
で
も
、
重
度
の
障

害
を
持
っ
て
い
る
方
が
自
立
生

活
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ

こ
ま
で
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
か

と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
言
う
と
、
ど
う

い
っ
た
要
件
を
満
た
せ
ば
ど
う

い
う
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

ん
だ
と
い
う
と
こ
ろ
が
全
く
分

か
ら
な
い
。
法
律
も
通
達
等

の
行
政
規
則
な
ん
か
を
見
て

も
、
全
く
そ
こ
ら
は
分
か
ら
な

い
。
も
う
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
の
状
態
に
な
っ
て

い
る
。
結
局
、
出
し
た
も
の
に

対
し
て
も
ど
れ
が
考
慮
さ
れ
た

の
か
、
さ
れ
て
い
な
い
の
か
と

い
う
結
果
が
分
か
ら
な
い
ん
で

す
。
も
う
少
し
基
準
を
具
体
化

し
て
い
っ
て
、
申
請
す
る
側
も

分
か
っ
て
、
判
断
す
る
側
も
明

ら
か
に
な
っ
て
と
い
う
状
況
に

し
て
い
か
な
い
と
、
申
請
し
に

く
い
、
使
い
に
く
い
制
度
と
い

う
の
は
変
わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
い
う
の
は
弁
護
士
と

し
て
思
い
ま
し
た
。

「
反
管
理
」の
精
神

【
田
中
】	
古
込
さ
ん
と
付
き
合

い
始
め
た
の
は
、
病
院
に
入
院

中
で
、
退
院
す
る
２
年
ぐ
ら
い

前
で
し
ょ
う
か
。
毎
月
１
回
の

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
ま
し
た
が
、
あ

の
頃
は
病
棟
の
管
理
が
非
常
に

き
つ
く
て
、
と
に
か
く
病
棟
の

外
に
は
出
な
い
で
ほ
し
い
と
。

そ
の
時
に
す
ご
く
感
じ
た
の

は
、
古
込
さ
ん
の
あ
の
ト
ン
ガ

リ
具
合
と
い
う
か
、
必
死
さ
で

し
た
ね
。
僕
が
最
初
に
関
わ
っ

て
い
た
障
害
の
あ
る
人
た
ち

と
、
一
緒
な
感
じ
が
し
ま
し
た

よ
。
親
と
ケ
ン
カ
し
、
無
理
や

り
地
域
に
出
て
、
そ
れ
で
も
十

分
な
介
護
が
な
か
っ
た
の
で
、

１
日
１
食
で
も
い
い
、
風
呂
に

入
れ
な
く
て
も
い
い
、
車
い
す

に
座
っ
た
ま
ま
寝
て
も
い
い
み

た
い
な
。
そ
う
い
う
せ
っ
ぱ

詰
ま
っ
た
迫
力
と
い
う
の
を
、

古
込
さ
ん
か
ら
感
じ
た
ん
で

す
よ
。

僕
が
関
わ
っ
て
き
た
障
害

の
あ
る
人
の
話
を
ど
ん
ど
ん

し
て
、
古
込
さ
ん
は
も
の
す

ご
く
興
味
深
げ
に
と
い
う
か
、

へ
ー
っ
と
い
う
感
じ
で
聞
い
て

く
れ
た
。
一
番
興
味
深
く
聞
い

て
く
れ
た
の
は
、
た
し
か
旅
行

の
話
。
さ
っ
き
も
塚
谷
さ
ん
が

言
わ
れ
た
け
ど
、
列
車
に
乗
る

と
き
、
昔
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
も

何
も
な
か
っ
た
か
ら
、
車
い

す
は
荷
物
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
使
え
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん

で
す
。

【
塚
谷
】	

よ
く
乗
り
ま
し
た
。

【
田
中
】	

最
初
の
こ
ろ
は
断
固

拒
否
し
た
そ
う
で
す
。
障
害
の

あ
る
人
が
社
会
の
お
荷
物
だ
っ

て
言
わ
れ
て
た
時
代
で
、
僕
ら

は
荷
物
じ
ゃ
な
い
と
。

【
塚
谷
】	

そ
う
で
す
ね
。
今
で

も
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
よ
。

【
田
中
】	
旅
行
の
介
護
と
な
っ

た
ら
、
ひ
た
す
ら
戦
闘
モ
ー
ド

に
な
る
。
特
に
列
車
。
あ
の
当

時
は
ま
だ
国
鉄
で
す
ね
。
国

鉄
と
は
よ
く
ケ
ン
カ
し
ま
し

た
。
そ
う
い
う
話
と
か
、
い
ろ

い
ろ
な
話
を
古
込
さ
ん
に
し
ま

し
た
。
古
込
さ
ん
か
ら
は
逆
に

施
設
内
の
虐
待
の
話
を
聞
き
ま

し
た
。
や
っ
ぱ
り
あ
る
ん
だ
と

思
っ
て
。

や
っ
ぱ
り
「
反
管
理
」
で
古

込
さ
ん
は
闘
っ
て
い
る
と
思
っ

た
。
僕
ら
も
地
域
に
こ
だ
わ
る

と
い
う
こ
と
、
施
設
を
拒
否
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
や
っ
ぱ
り

「
反
管
理
」
な
ん
で
す
よ
。
や

り
た
い
と
き
に
自
分
で
し
た
い

こ
と
を
す
る
、
で
き
る
。
そ

こ
が
や
っ
ぱ
り
一
番
大
切
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ

と
で
。

ほ
ん
と
に
古
込
さ
ん
が
ん

ば
っ
た
と
思
う
。
や
っ
ぱ
り
、

せ
っ
ぱ
詰
ま
っ
た
あ
あ
い
う
迫

力
が
な
い
と
パ
イ
オ
ニ
ア
に
は

な
れ
な
い
よ
ね
。

病
院
の
理
解
も
一
歩
ず
つ

【
高
島
】	

私
が
退
院
す
る
前
か

ら
病
院
と
の
関
わ
り
の
中
で
感

じ
た
の
は
、「
地
域
に
出
た
ら

死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
の
に
何
す

る
の
？
」、「
あ
の
人
た
ち
ま
た

来
て
る
よ
」
み
た
い
な
、
私
た

ち
に
対
す
る
嫌
悪
感
で
し
た
。

古
込
さ
ん
は
病
院
で
初
め
て
地

域
移
行
さ
れ
た
方
だ
っ
た
か
ら

だ
と
は
思
い
ま
す
。
今
は
ず
い

ぶ
ん
変
わ
り
ま
し
た
が
、
当
時

は
そ
う
で
し
た
ね
。

月
に
１
回
し
か
車
い
す
に
乗

せ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
の

で
、
ち
ゃ
ん
と
外
に
出
ら
れ
る

よ
う
に
、
田
中
さ
ん
と
２
人
で

車
い
す
の
訓
練
を
し
ま
し
た
。

病
院
だ
け
で
な
く
、
地
域
を
感

じ
て
も
ら
い
た
く
て
、
こ
の
ま

ま
で
は
ダ
メ
だ
な
っ
て
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
と
、
病
院
の
人
た

ち
に
、
地
域
で
の
医
療
や
介
護

の
良
さ
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た

か
っ
た
で
す
ね
。

古
込
さ
ん
も
や
っ
ぱ
り
気
の

強
い
こ
と
を
言
う
し
、
看
護
師

さ
ん
も
忙
し
い
か
ら
、
正
直
そ

う
い
う
彼
の
態
度
を
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
様
子
が
分
か
る
し
、

私
が
そ
の
中
で
う
ま
い
こ
と
間

に
入
れ
れ
ば
い
い
な
っ
て
思
い

ま
し
た
。
時
に
は
病
院
の
味
方

を
し
て
み
た
り
、「
そ
う
で
す

よ
ね
、
古
込
さ
ん
も
こ
う
い
う

と
こ
ろ
あ
り
ま
す
よ
ね
」
と

い
う
感
じ
で
、
そ
れ
を
繰
り
返

す
こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
が
協

力
的
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
敷
地
外
の
散
歩

が
オ
ー
ケ
ー
に
な
っ
て
、
本
当

に
細
か
い
段
階
を
踏
ん
で
の
地

域
移
行
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

あ
と
１
年
で
も
２
年
で
も
早

く
出
ら
れ
て
い
た
ら
、
古
込
さ

ん
が
言
う
「
車
い
す
で
街
に
出

る
こ
と
が
当
た
り
前
」
と
い
う

地
域
に
な
っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
思
っ
て
、
ち
ょ
っ
と

悔
し
か
っ
た
で
す
。

【
西
田
】	
初
め
て
会
っ
た
と
き

の
古
込
さ
ん
の
あ
の
目
が
ず
っ

と
私
の
中
に
あ
っ
て
、
ち
っ

ち
ゃ
い
け
ど
強
い
ま
な
ざ
し
が

全
て
物
語
っ
て
た
ん
だ
な
と
。

退
院
し
て
、
凪
の
い
え
に
来
ら

れ
た
と
き
も
、
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
私
は
呼
び
出
し
を
く
ら
っ

て
、
古
込
さ
ん
の
ベ
ッ
ド
の
そ

ば
で
話
を
す
る
ん
で
す
。
や
っ

ぱ
り
あ
の
目
は
本
当
に
力
強
い

目
だ
っ
た
な
っ
て
思
っ
て
、
あ

れ
が
本
当
に
古
込
さ
ん
の
意
思

の
強
さ
を
表
し
て
い
た
ん
だ

な
っ
て
。

退
院
し
て
１
カ
月
ぐ
ら
い
し

て
、
凪
の
い
え
か
ら
ア
パ
ー
ト

に
移
ら
れ
る
と
き
も
、
み
ぞ
れ

の
降
る
中
、
玄
関
で
私
を
じ
っ

と
見
て
「
行
っ
て
き
ま
す
」
っ

て
言
っ
て
く
れ
て
。
あ
ぁ
、
古

込
さ
ん
が
退
院
し
て
く
れ
て
よ

か
っ
た
な
っ
て
す
ご
く
思
い
ま

し
た
し
、
結
果
と
し
て
そ
の
こ

と
が
今
の
凪
の
い
え
の
形
を
つ

く
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ス
ロ
ー
プ
を
付
け
た
ラ
ー
メ
ン
屋

【
野
口
】	

こ
こ
ま
で
古
込
さ
ん

の
お
話
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
次
は
塚
谷
さ
ん
お
願
い
し

ま
す
。
ど
う
し
て
地
域
に
出
よ

う
と
思
わ
れ
た
ん
で
す
か
。

【
塚
谷
】	

30
代
の
と
き
に
電
動

車
い
す
で
サ
ッ
カ
ー
を
や
る
と

い
う
会
に
入
っ
て
ま
し
た
。
毎

週
日
曜
、
加
賀
温
泉
駅
ま
で

行
っ
て
、
片
山
津
温
泉
近
く
の

施
設
で
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
を
し

て
ま
し
た
。
加
賀
温
泉
駅
の
駅

員
さ
ん
は
ま
た
来
た
か
と
い

う
感
じ
で
、「
10
分
前
で
も
い

い
け
」
と
言
う
こ
と
を
行
く

た
び
に
繰
り
返
し
た
ん
で
す

ね
。
そ
し
た
ら
、「
お
お
、
も

う
ち
ょ
っ
と
待
っ
と
れ
や
」
と

言
っ
て
く
れ
て
、
５
分
前
ぎ
り

ぎ
り
に
電
車
に
乗
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
逆
に
金
沢
駅
の
駅
員
さ

ん
に
は
「
30
分
前
に
来
い
」
と

言
わ
れ
る
。
30
分
待
っ
て
い
る

と
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
る
ん

で
す
よ
。
30
分
前
に
、「
予
約

し
て
お
い
た
塚
谷
で
す
け
ど
、

お
願
い
し
ま
す
。
だ
け
ど
、
ト

イ
レ
行
き
た
い
ん
で
」
と
聞
い

た
ら
「
い
や
、
我
慢
し
て
く
だ

さ
い
」
と
言
う
駅
員
さ
ん
が
い

て
、「
じ
ゃ
、
分
か
り
ま
し
た
。

電
車
の
中
で
漏
ら
し
ま
す
ね
」

と
言
っ
て
。

【
一
同
】	

ア
ッ
、
ハ
ッ
、
ハ
ッ
。

【
塚
谷
】	

こ
れ
も
一
つ
の
バ
リ

ア
だ
と
思
い
ま
す
。
何
が
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
の
か
、

何
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
の
か
と

い
う
こ
と
を
、
も
っ
と
も
っ
と

伝
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。
だ
か

ら
、
も
っ
と
、
も
っ
と
地
域
に

出
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。

一
人
で
外
へ
出
て
、
食
事
し

よ
う
と
し
た
ら
門
前
払
い
を
食

ら
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
ん
で

す
。「
車
い
す
は
入
れ
な
い
の

で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
」
と
。
そ

し
た
ら
、「
は
い
、
わ
か
り
ま

し
た
」
と
言
っ
て
店
に
い
る
お

客
さ
ん
に
大
き
い
声
で
車
い
す

を
運
ん
で
も
ら
う
よ
う
お
願
い

し
て
、
三
、四
人
の
方
が
車
い

す
を
持
ち
上
げ
て
、
入
れ
て
く

れ
た
ん
で
す
ね
。
そ
し
た
ら
、

店
員
さ
ん
も
仕
方
な
し
に
や
ら

な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
そ
こ
へ

何
回
も
通
う
よ
う
に
し
た
ら
、

結
局
、
店
長
さ
ん
が
諦
め
て
、
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高島久美子氏
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ス
ロ
ー
プ
を
付
け
て
く
れ
ま
し

た
。
ド
ア
の
間
隔
も
広
く
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
は
ラ
ー
メ

ン
屋
さ
ん
で
す
が
、
３
年
ぐ
ら

い
通
い
ま
し
た
。

『
閉
鎖
病
棟
』は
変
わ
ら
な
い

【
塚
谷
】	

映
画
が
好
き
な
も
の

で
、
最
近
は
映
画
ば
っ
か
り
見

に
行
っ
て
い
ま
す
。
一
番
最
近

見
た
の
は
『
閉
鎖
病
棟
』。

【
西
田
】	

私
も
『
閉
鎖
病
棟
』

見
て
き
ま
し
た
。
よ
か
っ
た

で
す
。

【
塚
谷
】	

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
変

わ
ら
な
い
ん
だ
な
と
思
っ
て
。

【
西
田
】	

塚
谷
さ
ん
は
４
歳
の

と
き
に
施
設
に
入
っ
た
ん
だ

よ
ね
。

【
塚
谷
】	

は
い
。
金
沢
の
施
設

に
入
り
ま
し
た
。
８
歳
の
と
き

に
、
寺
井
に
実
家
が
あ
る
の

で
、
近
い
方
が
良
い
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
、
小
松
の
施
設
へ

行
き
ま
し
た
。
何
に
も
告
げ
ら

れ
ず
に
集
団
移
動
さ
せ
ら
れ

た
。
何
の
一
言
も
、
こ
こ
へ
行

く
か
ら
荷
物
準
備
し
よ
う
ね
と

も
言
わ
れ
ず
に
。
そ
の
と
き
み

ん
な
で
「
集
団
の
刑
務
所
の
移

動
だ
ね
」
っ
て
言
っ
て
た
。
そ

し
て
42
歳
か
ら
別
の
施
設
に
移

り
、
52
歳
で
施
設
を
出
た
。
な

ん
で
出
た
か
っ
て
い
う
と
、
施

設
の
ご
飯
は
味
気
な
い
か
ら

ね
。
一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
と

き
は
、
外
食
ば
っ
か
り
だ
っ

た
。
電
動
車
い
す
で
行
っ
て
、

大
好
き
や
っ
た
。
そ
し
た
ら
お

金
が
続
か
ん
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
た
。
そ
う
、
社
会
勉
強

や
ね
。

【
西
田
】	

今
も
一
人
で
行
く

の
？

【
塚
谷
】	

こ
の
前
、
大
野
の
醤

油
蔵
ま
で
２
時
間
か
け
て
行
き

ま
し
た
。
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
食

べ
た
い
だ
け
で
。

【
高
島
】	

呼
ん
で
く
だ
さ

い
よ
。

【
西
田
】	

だ
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

の
時
間
に
行
っ
て
も
い
ら
っ

し
ゃ
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

【
森
田
】	

開
け
た
瞬
間
に
真
っ

暗
で
、
あ
ら
い
な
い
と
思
っ
た

ら
、
後
ろ
か
ら
ビ
ュ
ー
ッ
と
来

て
。「
帰
っ
て
き
ま
し
た
」
っ

て
。（
笑
）

【
西
田
】	

う
ち
は
、
塚
谷
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
居
宅
介
護
で
入
っ

て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
８
社
目

な
ん
で
す
。
今
ま
で
入
っ
て
い

た
事
業
所
が
人
が
や
め
て
入
れ

な
く
な
っ
て
撤
退
し
た
ん
で
、

そ
の
空
い
た
と
こ
ろ
に
最
近

入
っ
た
ん
で
す
。
依
頼
が
塚
谷

さ
ん
か
ら
直
接
あ
っ
て
、
理
由

を
聞
く
と
相
談
員
か
ら
自
分
で

も
ち
ょ
っ
と
は
探
せ
っ
て
言
わ

れ
た
ん
で
す
っ
て
。

【
塚
谷
】	
ど
う
し
て
も
あ
と
30

分
ヘ
ル
パ
ー
に
入
っ
て
ほ
し

い
っ
て
生
活
相
談
員
に
言
う

と
、
だ
め
で
し
ょ
う
と
言
わ
れ

て
、
自
分
で
金
沢
市
役
所
に

直
談
判
し
に
行
っ
た
こ
と
も

あ
る
。

【
西
田
】	

今
も
塚
谷
さ
ん
は
１

日
４
回
し
か
ヘ
ル
パ
ー
が
入
ら

な
い
。
誰
も
そ
ば
に
い
な
い
時

間
の
ほ
う
が
長
い
く
ら
い
で
、

そ
れ
は
そ
れ
で
塚
谷
さ
ん
が
強

い
決
意
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

で
き
る
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
け

ど
ね
。

【
森
田
】	

こ
の
前
も
家
に
行
っ

た
ら
右
ひ
じ
か
ら
血
を
流
し
て

て
、
ど
う
し
た
の
っ
て
。
塚
谷

さ
ん
は
「
こ
の
前
、
こ
こ
で
倒

れ
て
た
ん
だ
よ
」
と
。
誰
か
呼

ば
な
か
っ
た
ん
で
す
か
と
言
っ

た
ら
、「
そ
れ
ぐ
ら
い
覚
悟
し

て
な
い
と
在
宅
の
生
活
は
で
き

な
い
」
と
言
っ
て
ね
。

人
間
と
し
て
扱
っ
て
い
る
の
か

【
西
田
】	

塚
谷
さ
ん
と
出
会
っ

た
こ
と
で
、
幼
い
と
き
か
ら
そ

う
い
う
施
設
で
過
ご
し
て
お
ら

れ
る
方
々
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

『
閉
鎖
病
棟
』
を
見
て
「
変

わ
ら
ん
な
」
っ
て
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
て
、
私
は
そ
の
こ
と
の
ほ

う
が
ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。
あ
あ
い
う
生
活
を
ず
っ
と

さ
れ
て
い
る
人
た
ち
が
、
本
当

に
覚
悟
を
持
っ
て
地
域
に
出
た

ら
、
１
日
に
た
っ
た
４
回
誰
か

が
入
っ
て
く
れ
る
だ
け
で
普
通

の
生
活
が
で
き
る
ん
だ
と
し
た

ら
、
ど
ん
ど
ん
出
ら
れ
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

塚
谷
さ
ん
も
い
つ
も
、
い
ず

れ
動
け
な
く
な
る
ん
だ
か
ら
動

け
る
間
に
い
ろ
ん
な
こ
と
し
た

い
か
ら
一
緒
に
や
っ
て
ほ
し
い

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
り
、

今
が
あ
る
ん
で
す
。

【
野
口
】	

塚
谷
さ
ん
が
地
域
に

出
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
と
い

う
の
は
何
だ
っ
た
ん
で
し
ょ

う
？　

【
塚
谷
】	

施
設
が
嫌
だ
か
ら
。

【
西
田
】	

何
が
嫌
だ
っ
た
？

【
塚
谷
】	

自
由
が
き
か
な
い

し
。
職
員
か
ら
の
嫌
が
ら
せ
の

言
葉
が
あ
っ
た
り
。

【
田
中
】	

や
っ
ぱ
り
あ
る
よ

ね
。
で
も
そ
れ
っ
て
、
最
初
は

何
気
な
い
一
言
で
相
手
を
傷
つ

け
て
し
ま
う
み
た
い
な
。
踏
み

つ
け
た
方
は
踏
み
つ
け
ら
れ
た

方
の
痛
み
が
分
か
ら
な
い
的
な

も
の
か
ら
始
ま
る
の
か
も
し
れ

な
い
け
ど
。

【
塚
谷
】	

例
え
ば
「
お
前
た
ち

は
セ
ッ
ク
ス
が
で
き
な
い
や
ろ

う
」
っ
て
言
わ
れ
た
と
き
は
一

番
腹
が
立
ち
ま
し
た
ね
。

当
時
は
、
介
護
資
格
を
持
た

な
い
地
元
の
人
た
ち
を
職
員
に

雇
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら
。
僕

は
当
時
ま
だ
自
分
で
薬
は
何
と

か
飲
ん
で
た
ん
で
す
。
だ
け

ど
、
飲
め
な
い
人
た
ち
へ
の
介

助
を
見
て
い
た
ら
、
た
っ
た
１

杯
の
お
茶
で
５
人
に
薬
を
飲
ま

せ
て
歩
い
て
い
た
ん
で
す
。
そ

ん
な
の
喉
通
る
わ
け
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
人
間
と
し

て
扱
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
っ

た
り
。

20 

代
で
地
域
移
行
で
き
て
い
た
ら

【
野
口
】	

ご
両
親
に
は
一
人
暮

ら
し
す
る
こ
と
を
ど
ん
な
ふ
う

に
説
明
し
た
ん
で
す
か
。
や
っ

ぱ
り
時
間
を
か
け
て
？

【
塚
谷
】	

ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
の

人
と
一
緒
に
家
に
行
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
兄
弟
が
僕
の
意
見

を
応
援
し
て
く
れ
る
形
に
な
っ

た
ん
で
す
ね
。

【
野
口
】	

助
け
が
あ
る
状
態
だ

と
い
う
こ
と
が
や
っ
ぱ
り
ご
両

親
も
安
心
に
つ
な
が
っ
て
。

【
塚
谷
】	

両
親
も
も
う
自
分
が

老
い
先
短
い
と
わ
か
っ
て
い
る

か
ら
、
じ
ゃ
、
兄
弟
に
任
せ
た

と
い
う
こ
と
で
同
意
し
て
も

ら
っ
て
、
そ
れ
で
や
っ
と
な
ん

で
す
。

そ
れ
で
、
こ
れ
は
僕
も
悪

か
っ
た
と
思
う
け
ど
、
僕
が
一

言
、
自
信
あ
る
か
ら
ど
う
し

て
も
出
し
て
く
れ
っ
て
言
え

な
か
っ
た
部
分
が
あ
る
。
そ

れ
で
、
僕
は
兄
弟
か
ら
「
お

前
、
自
信
あ
る
ん
か
」
っ
て
言

わ
れ
た
。
自
信
は
な
か
っ
た
け

ど
「
あ
る
」
と
言
っ
た
。
そ
う

い
う
思
い
ま
で
し
て
出
し
て
く

れ
た
親
と
兄
弟
に
は
感
謝
で
す

ね
。
た
だ
一
番
僕
が
後
悔
し

て
る
の
は
、
52
歳
か
ら
で
な
く

て
、
20
代
、
30
代
か
ら
出
て
い

れ
ば
良
か
っ
た
な
っ
て
。

【
西
田
】	

塚
谷
さ
ん
が
20
代
、

30
代
で
こ
れ
を
始
め
れ
ば
よ

か
っ
た
な
っ
て
思
っ
て
る
こ
と

を
今
、
施
設
に
い
る
20
代
、
30

代
の
人
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た

い
ん
だ
よ
ね
。

【
塚
谷
】	

そ
れ
で
、
一
人
で
も

い
い
か
ら
出
し
て
あ
げ
た
い
。

【
西
田
】	

そ
の
と
き
に
私
ら
が

一
番
で
き
る
こ
と
。
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
た
ら
も
っ
と
早
く
で

れ
た
か
な
っ
て
。

【
塚
谷
】	

今
の
ヘ
ル
パ
ー
制
度

が
完
全
に
分
か
ら
な
か
っ
た
か

ら
出
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
う
。

ヘ
ル
パ
ー
制
度
は
１
９
８
０
年

代
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
よ
う

や
く
で
き
た
。

【
西
田
】	

塚
谷
さ
ん
は
平
井
誠

一
さ
ん
と
一
度
会
っ
て
お
話

（
5
面
の
つ
づ
き
）

（
7
面
へ
つ
づ
く
）

塚谷　洋氏
脳性まひ当事者

西田まち子氏
訪問介護事業所凪のいえ、介護福祉士

（※１）障害福祉サービスの利用計画は相談支援事業所の相談支援専門員が作成する。介護保険でいう介護支援専門員（ケアマネジャー）のような役割。 

障害福祉サービス（介護給付）を受けるまでの流れ

①支給決定の申請
相談支援事業者（※１）
や市町村に相談の上、市
町村に支給申請を行う

②障害支援区分認定調査
市町村の認定調査員が本
人や保護者などと面接を
し、心身の状況や家族か
らの介護状況などの調査
を行う

③障害支援区分の認定
一次判定：医師意見書と②の調査
をコンピューター判定
二次判定：市町村審査会にて審査
※障害支援区分は１～６で数字が大
きいほど必要な支援の度合いが高い

④サービスの利用意向の
聴取
申請者からサービスの利
用意向を聴取する

⑥支給決定
障害支援区分、サービス
利用意聴取、サービス等
利用計画案等を踏まえ、
支給決定を行う

⑤サービス等利用計画案
の提出
相談支援事業者が作成し
たサービス等利用計画案
を提出する

⑦サービス等利用計画の作成
相談支援事業者は、支給決定
後にサービス事業者等と連絡
調整し、サービス内容を記載
した利用計画を作成する

【
利
用
者
】

【
市
町
村
】
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が
で
き
る
と
い
い
の
か
な
っ

て
。
身
体
状
況
が
塚
谷
さ
ん
み

た
い
な
感
じ
。
そ
れ
で
、
障
害

が
あ
る
人
の
た
め
に
す
ご
い
活

躍
を
し
て
い
る
人
が
こ
の
会
に

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
。
そ
の
人

と
一
度
会
え
る
と
い
い
な
と

思
っ
て
。

交
流
し
な
が
ら
当
事
者
の
方

た
ち
が
力
を
つ
け
て
、
少
し
ず

つ
制
度
を
変
え
て
い
く
。
国
会

議
員
に
な
る
く
ら
い
の
時
代
な

の
で
、
い
け
れ
ば
い
い
ね
っ

て
ね
。

【
田
中
】	

平
井
さ
ん
は
66
歳
で

１
種
１
級
の
車
い
す
、
同
じ
電

動
車
い
す
の
障
害
者
な
ん
だ
け

ど
、
セ
ル
フ
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
し
て
い
ま
す
よ
。
自
分
で
ケ

ア
プ
ラ
ン
組
ん
で
。

【
事
務
局
】　

地
域
で
や
れ
た
人

と
施
設
と
い
う
選
択
に
な
っ
た

人
の
壁
っ
て
何
な
ん
で
し
ょ

う
。
高
校
を
卒
業
す
る
こ
ろ

に
、
養
護
学
校
の
先
生
が
、
ひ

と
り
暮
ら
し
へ
の
働
き
か
け
を

し
て
る
の
か
な
ど
、
そ
の
実
態

を
知
り
た
い
で
す
ね
。
ど
う
生

き
る
か
み
た
い
な
大
事
な
部
分

を
、
先
生
と
か
現
場
の
人
た
ち

は
ど
う
い
う
ふ
う
に
働
き
か
け

て
い
る
の
か
。

障
害
が
な
く
て
も
明
日
は
わ
が
身

【
高
島
】	

医
王
病
院
の
大
野
先

生
（
古
込
さ
ん
の
入
院
中
の
主

治
医
）
が
言
っ
て
い
た
ん
で
す

け
ど
、
入
院
治
療
が
全
て
で
は

な
く
、
本
人
が
望
め
ば
在
宅
も

あ
り
な
の
か
な
と
、
今
は
そ
う

思
う
っ
て
。
そ
れ
を
聞
い
て
、

す
ご
い
う
れ
し
か
っ
た
。
医
王

病
院
が
大
き
く
変
わ
っ
た
っ
て

思
い
ま
し
た
。

【
西
田
】	

選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
在
宅
が
入
っ
て
く
れ
る
と
い

い
の
か
な
。

【
高
島
】	

施
設
あ
り
き
、
病

院
あ
り
き
の
ま
ま
じ
ゃ
な
く

て
ね
。

【
塚
谷
】	

僕
、
あ
る
福
祉
専
門

学
校
に
し
ゃ
べ
ら
せ
て
く
れ
と

言
っ
た
ら
、
学
校
か
ら
「
障
害

は
関
係
な
い
か
ら
い
い
よ
」
っ

て
言
わ
れ
た
か
ら
。

【
西
田
】	

ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
は

高
齢
者
で
、
障
害
は
ニ
ー
ズ
が

な
い
か
ら
っ
て
。

今
、
障
害
を
持
っ
て
い
る
方

の
た
め
の
支
援
を
教
え
て
い
る

と
こ
ろ
っ
て
あ
ま
り
な
い
で
す

よ
ね
。
う
ち
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち

は
、
重
度
訪
問
介
護
研
修
を
富

山
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
文
福
」
で

し
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
け

ど
、
そ
れ
は
す
っ
ご
く
良
か
っ

た
で
す
。
そ
こ
は
本
当
に
現
場

で
、
そ
れ
こ
そ
塚
谷
さ
ん
た
ち

が
集
ま
っ
て
生
活
し
て
い
る
よ

う
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
と
て

も
勉
強
に
な
っ
た
っ
て
。

【
塚
谷
】	

や
っ
ぱ
り
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
た
ち
に
も
も
ち
ろ
ん
や
け

ど
、
世
間
の
人
た
ち
に
も
知
っ

て
ほ
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
障
害

の
な
い
方
も
み
ん
な
明
日
は
わ

が
身
な
の
。

【
西
田
】	

そ
う
そ
う
。
そ
れ
は

も
う
。

【
塚
谷
】	

こ
の
現
代
社
会
は
他

人
ご
と
だ
と
思
っ
て
る
け
ど
、

事
故
を
起
こ
し
て
歩
け
な
く

な
っ
た
、
車
い
す
生
活
に
な
っ

た
、
何
に
も
で
き
な
く
な
っ

た
。
そ
し
た
ら
、
助
け
る
必
要

が
あ
る
。
だ
か
ら
、
全
て
の
人

た
ち
が
事
故
に
あ
っ
て
も
大
丈

夫
な
よ
う
に
、
生
活
し
や
す
い

よ
う
に
な
れ
ば
い
い
か
な
と
思

い
ま
す
。

事
業
所
が
利
用
者
を
選
ぶ
時
代

【
野
口
】	

で
は
、
最
後
に
今
後

の
課
題
や
考
え
る
会
の
未
来
に

つ
い
て
一
言
ず
つ
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
田
中
】	

ヘ
ル
パ
ー
不
足
と
い

う
の
が
も
の
す
ご
く
深
刻
に

な
っ
て
き
て
、
今
ま
で
ず
っ
と

や
っ
て
く
れ
て
い
た
事
業
所
が

手
を
引
く
。
特
に
障
害
分
野
か

ら
手
を
引
い
て
い
く
。
そ
の
中

で
も
重
度
訪
問
介
護
は
単
価
が

安
い
の
で
、
重
度
訪
問
介
護
を

切
っ
て
い
く
と
い
う
状
況
が
、

今
、
石
川
で
も
富
山
で
も
進
ん

で
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
契

約
制
度
と
い
う
の
が
途
中
か
ら

で
き
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
僕

ら
も
の
す
ご
く
良
い
も
の
だ

と
い
う
ふ
う
に
捉
え
た
け
ど
、

今
、
障
害
の
あ
る
人
が
選
ば
れ

る
時
代
に
な
っ
て
き
て
る
ん
で

す
よ
。
事
業
所
に
。

【
塚
谷
】	

利
用
者
が
選
ぶ
ん

じ
ゃ
な
く
っ
て
、
事
業
所
が
利

用
者
を
選
ぶ
。

【
田
中
】	

事
業
所
に
好
か
れ
る

障
害
の
あ
る
人
の
み
が
地
域
で

生
活
で
き
る
み
た
い
な
状
況
が

今
や
っ
て
こ
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
れ
、
も
の
す
ご
く
や
ば

い
な
と
思
っ
て
い
る
。
ヘ
ル

パ
ー
を
と
に
か
く
増
や
さ
な

い
と
。

【
宮
本
】	

障
害
を
持
っ
て
い
る

方
自
身
の
知
識
・
理
解
と
い
う

の
が
非
常
に
重
要
な
ん
だ
と

思
う
ん
で
す
。
古
込
さ
ん
は
、

「
こ
う
い
う
こ
と
が
や
り
た
い
、

こ
う
い
う
制
度
が
あ
る
は
ず
で

す
。
お
願
い
し
ま
す
」
っ
て
よ

く
話
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
ま

で
落
と
し
込
め
て
い
け
れ
ば
周

り
の
人
を
巻
き
込
ん
で
、
実
際

に
実
現
し
て
い
く
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
行
く
と
思
う
ん
で
す
。

だ
け
ど
、
地
域
で
生
活
を
し
た

い
、
一
任
す
る
の
で
お
願
い
し

ま
す
、
と
い
う
こ
の
レ
ベ
ル
だ

と
、
冷
た
く
聞
こ
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
話
は
具
体
的
に

動
い
て
い
か
な
い
と
は
思
い

ま
す
。

考
え
る
会
と
し
て
何
を
す
べ

き
か
と
い
う
と
、
具
体
的
な
制

度
と
か
、
制
度
の
運
用
に
対
す

る
知
識
を
い
ろ
い
ろ
な
媒
体
を

使
っ
て
提
供
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま

す
。
知
識
が
あ
れ
ば
そ
の
人
が

よ
り
主
体
的
に
な
り
、
地
域
移

行
し
よ
う
と
い
う
勇
気
も
多
分

出
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
行
政
や
周

囲
の
関
係
者
を
突
き
動
か
す
は

ず
で
す
。

【
高
島
】	

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
本

当
に
見
つ
か
ら
な
い
っ
て
い
う

の
が
、
私
た
ち
が
訪
問
看
護
を

し
て
い
る
方
で
も
お
ら
れ
て
、

そ
れ
こ
そ
２
カ
月
近
く
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
が
見
つ
か
ら
な
い
の

で
、
私
た
ち
が
生
活
全
般
の
支

援
も
担
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

看
護
師
っ
て
、
食
事
の
サ

ポ
ー
ト
や
掃
除
も
で
き
ま
す

し
、
お
風
呂
介
助
も
で
き
ま

す
。
利
用
者
が
よ
り
良
い
療
養

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
も
仕
事
な
ん
で

す
。
な
の
で
、
う
ま
く
使
っ
て

も
ら
っ
て
、
当
た
り
前
の
こ
と

を
当
た
り
前
に
生
活
で
き
る
、

外
に
出
て
好
き
な
こ
と
で
き
る

よ
う
に
な
る
な
ら
、
訪
問
看

護
を
う
ま
く
利
用
し
て
も
ら
え

れ
ば
全
然
い
い
の
か
な
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

【
西
田
】	

う
ち
は
ヘ
ル
パ
ー
が

着
実
に
増
え
て
い
ま
す
。
ヘ
ル

パ
ー
が
医
療
行
為
を
す
る
と
い

う
の
は
リ
ス
ク
だ
け
で
は
な
く

て
、
や
り
が
い
に
つ
な
が
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
そ
こ
を
う
ま
く

伝
え
て
い
か
な
く
て
は
と
思
っ

て
ま
す
。
教
育
と
い
う
か
、
伝

え
な
が
ら
ヘ
ル
パ
ー
を
増
や
し

て
い
け
れ
ば
い
い
の
か
な
と
い

う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
訪
問
看
護
師
さ
ん

や
、
訪
問
診
療
の
先
生
た
ち
と

う
ま
く
連
携
を
と
っ
て
い
け
る

と
い
い
な
と
最
近
つ
く
づ
く
思
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
ど
れ
だ

け
そ
う
い
う
情
報
を
持
っ
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
も
大
切
な
の

か
な
っ
て
、
そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
発

信
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん

だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
お
任
せ
」で
は
な
く「
共
に
」

【
野
口
】	

宮
本
先
生
も
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
、
主
体
性
と
い

う
の
が
す
ご
く
大
事
な
の
か
な

と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は
医

療
っ
て
「
お
任
せ
で
」
み
た
い

な
感
じ
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
状

態
で
は
も
う
い
け
な
い
と
思
っ

て
ま
す
。
古
込
さ
ん
や
塚
谷
さ

ん
の
よ
う
に
、
ど
う
し
て
い
き

た
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
全
世

代
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
れ
る

方
々
が
ま
だ
ま
だ
お
ら
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ

を
み
ん
な
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

日
本
の
医
療
制
度
や
社
会
、
文

化
も
変
わ
っ
て
、
そ
れ
が
世
界

に
発
信
で
き
て
、
ヘ
ル
パ
ー
も

魅
力
的
な
世
界
を
変
え
る
職
に

な
る
と
い
う
ふ
う
に
な
れ
ば
、

ヘ
ル
パ
ー
も
増
え
る
ん
じ
ゃ
な

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
ん
な
活
動
が
で
き
た
ら
い
い

な
と
感
じ
ま
し
た
。

【
事
務
局
】　

考
え
る
会
は
古
込

さ
ん
が
い
た
こ
と
で
発
足
し
た

会
で
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
そ

の
古
込
さ
ん
亡
き
後
の
定
例
会

は
ず
っ
と
続
け
て
き
て
、
今

後
、
定
例
会
に
は
塚
谷
さ
ん
も

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

【
塚
谷
】	

こ
う
い
う
会
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
自
体
知
ら
な
く

て
。
ぜ
ひ
や
ら
せ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

も
や
も
や
感
を
飛
ば
し
な
が

ら
、
僕
は
こ
の
世
を
去
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

【
西
田
】	

去
る
ま
で
頼
む

ね
っ
て
言
わ
れ
て
る
。
ど
っ

ち
が
先
か
分
か
ら
ん
。
ア
ッ
、

ハ
ッ
、
ハ
。

【
野
口
】	

保
険
医
協
会
に
は
県

内
１
０
３
０
人
の
医
師
・
歯
科

医
師
が
い
ま
す
。
ま
ず
ド
ク

タ
ー
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は

地
域
で
は
絶
対
大
事
な
と
こ
ろ

な
の
で
、
塚
谷
さ
ん
も
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
日
は
皆
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
6
面
の
つ
づ
き
）
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充実した医療・福祉制度解説
県内市町の福祉制度一覧
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版
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<入院医療（その5）>（12月13日中医協）
○　重症度、医療・看護必要度の記録

○　提出データ評価加算

<歯科医療（その2）>（12月13日中医協）
○　歯科外来診療の充実

○　口腔疾患の重症化予防等

<横断的事項（その3）>（12月11日中医協）
○　医療におけるICTの利活用

○　情報共有・連携

◦		 看護職員の看護記録等の書類作成に係る業務負担軽減の観点から、重症度、医
療・看護必要度のB項目の評価方法を「患者の状態」と「介助の実施」に分けて
評価することとし、併せて、根拠となる記録を不要とする対応を進めてはどう
か。また、特定集中治療室用・ハイケアユニット用の重症度、医療・看護必要度
に係る評価票の評価方法についても同様の対応をすることとしてはどうか。

◦		 許可病床数200床未満の病院にデータ提出加算の対象が拡大することや、許可
病床数200床未満の病院において、200床以上の病院と比べ未コード化傷病名の割
合が高いことを踏まえ、未コード化傷病名の割合の評価基準を見直すことについ
て、どのように考えるか。例えば、許可病床200床未満の病院の未コード化傷病
名の割合の評価基準を 5 ％とした上で評価は継続し、許可病床200床以上の病院
については未コード化傷病名の割合の評価は終了することとしてはどうか。

⑴		 歯科外来診療における院内感染防止対策を充実させるため、常勤の歯科医師だ
けでなく、関係する職員を対象とした研修を行うこととしたうえで、基本診療料
の評価を見直すこととしてはどうか。
⑵		 歯科衛生士の配置等の歯科外来診療環境体制加算の施設基準について、必要な
見直しを行うこととしてはどうか。また、歯科外来診療環境体制加算以外の施設
基準における歯科衛生士の配置要件についても見直してはどうか。

⑴		 歯科疾患管理料において、その趣旨等を踏まえ、初診時の評価を見直す等、必
要な見直しを行うこととしてはどうか。また、歯科疾患の継続管理において、長
期的な継続管理の評価を充実させることとしてはどうか。
⑵		 歯周病安定期治療の対象となっていない歯周病患者に対する継続的な治療を新
たに評価してはどうか。
⑶		 歯科疾患管理料の口腔機能管理加算及び小児口腔機能管理加算は、現在と同様
に歯科疾患管理料と関連づけたうえで別日でも算定できるようにする等、必要な
見直しを行ってはどうか。

⑴		 オンライン診療
①		 慢性頭痛に対するオンライン診療について、治療の安全性・有効性に係るエ
ビデンスや、学会による治療指針等を踏まえ、新たにオンライン診療料等の対
象疾患としてはどうか。また、在宅自己注射指導管理料の対象疾患となり得る
疾患のうち、特定疾患療養管理料の対象となっている疾患については、在宅自
己注射指導管理料を算定している場合であってもオンライン診療料の対象に含
めることとしてはどうか。

②		 個別の診療領域におけるオンライン診療の必要性や活用方法、アウトカムの
考え方等が様々であることを踏まえ、保険診療における評価を検討するに当た
り、求めるエビデンスや学会の取組についてどのように考えるか。

⑵		 遠隔モニタリング
①		 在宅持続陽圧呼吸療法に係る遠隔モニタリングの評価について、エビデンス
を踏まえ、必要に応じて電話指導を行うことでも算定できることとしてはど
うか。

②		 在宅酸素療法に係る遠隔モニタリングにおいてモニタリングすべき項目につ
いて、ガイドライン等を踏まえて見直してはどうか。

⑴		 医科歯科連携の推進
①		 多職種連携を推進する観点から、小児在宅患者訪問口腔リハビリテーション
指導管理料において栄養サポートチーム等連携加算を算定できるようにしては
どうか。

②		 周術期等口腔機能管理において、連携を推進する観点から、手術を行う医療
機関が歯科医療機関への予約を行った上で患者の紹介を行った場合に評価を
行ってはどうか。

③		 化学療法や放射線療法に対して行われる周術期等口腔機能管理において、周
術期等専門的口腔衛生処置の算定要件を見直すなど、実態に応じて適切に算定
できるようにしてはどうか。

④		 医科歯科連携を推進する観点から、このほかどのような対応が考えられ
るか。

⑵		 医療的ケア児の情報提供
◦		 学校における医療的ケア児に対する適切な医療的ケアの提供にあたり、医療
的ケア児が通う学校と主治医との連携を推進する観点から、主治医からの学校
医等への情報提供に係る評価の在り方をどのように考えるか。

 金沢市松島1丁目40番地
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2020年診療報酬改定について、本紙では断続的に中医協資料を紹介しながら
論点を整理してきた。11月からは週 2回のハイペースで中医協総会が開催され
ており、論点の具体化が進んでいる。本号では前号掲載以降に開催された中医
協総会から紙面の許す限り以下に論点を紹介したが、掲載しきれなかったもの
も多いため、厚労省ホームページなどもあわせて参照いただきたい。
この間に取り上げられたテーマは、入院（地域包括ケア病棟、回復期リハ病
棟、入退院支援）（11月29日）、調剤報酬（調剤基本料、かかりつけ薬剤師の評
価）、個別事項（救急・小児・周産期医療、がん、脳卒中、生活習慣病）（以上、
12月 4 日）、入院（地域包括ケア病棟、回復期リハ病棟、療養病棟、短期滞在
手術等基本料、入院時食事療養）（12月 6 日）、横断事項（ICT利活用、情報共
有・連携）、外来（かかりつけ医機能等）（以上、12月11日）、個別事項（がん）、
入院（重症度、医療・看護必要度の記録、特定機能病院、地域の実情を踏まえ
た対応、一連の入院、提出データ評価加算）、歯科（歯科外来診療、口腔疾患
の重症化予防、口腔機能低下への対応）（以上、12月13日）である。
なお、以下は本紙締め切りの都合で、12月13日中医協総会までの内容となっ
ているが、本紙が実際に発行されるころには、すでに改定率が決定し、詳細な
内容が明らかになっていると思われる。下記論点にも変更が加えられている可
能性があることを前提にご覧いただきたい。
以下、項目ごとに「論点」の部分を整理して掲載する。（厚労省から提出さ
れた資料を抜粋したものであり、引用に当たり文章そのものには特に手を加え
ていない）

<外来医療（その3）>（12月11日中医協）
○　かかりつけ医機能等

○　女性の健康に対する医学的管理

○　分割調剤

○　ギャンブル依存症に対する集団療法プログラム

○　ニコチン依存症管理料

<入院医療（その3）>（11月29日中医協）
○　入退院支援

<入院医療（その4）>（12月6日中医協）
○　地域包括ケア病棟入院料・入院医療管理料

○　回復期リハビリテーション病棟

○　療養病棟入院基本料

○　短期滞在手術等基本料

○　入院時食事療養

⑴		 かかりつけ医機能の評価
①		 機能強化加算を届出る医療機関において、患者に対して説明する内容は、か
かりつけ医機能及び当該患者が得られるメリット等に係る説明をすることにつ
いて、現場の負担感や、診療時間への影響も踏まえ、どう考えるか。
②		 説明をする際には、書面を渡すこととした上で、必ずしも医師からの説明で
なくともよいこととしてはどうか。
③		 地域包括診療加算等の施設基準については、医療機関に対して患者が求める
機能や、医療機関への負担等を踏まえ、在宅医療に係る要件や、時間外の対応
に係る要件等について、必要な見直しを行うこととしてはどうか。

⑵		 紹介状なしで大病院を受診する場合の定額負担等
①		 紹介状なしで大病院を受診する場合の定額負担の対象となる病院について、
これまでの中医協での議論等を踏まえ、外来医療の機能分化を進めていく観点
から、特定機能病院及び地域医療支援病院（一般病床200床未満を除く）を対
象病院とすることとしてはどうか。
②		 定額負担の対象病院について見直しを行うに当たって、初診料等減算に係る
対象病院についても、定額負担の対象病院と同様とする見直しを行うこととし
てはどうか。

◦		 月経関連の症状や疾病により、働く世代の女性のQOLが損なわれていること
が課題とされていることを踏まえ、月経困難症や子宮内膜症等の継続的・定期的
な医学管理を行った場合の評価のあり方についてどのように考えるか。

⑴		 医師が分割指示に係る処方箋を交付した場合、薬局からのフィードバックの情
報等も踏まえて次回診療に備える必要があることなどを踏まえ、一定規模以下の
病院や診療所について、分割指示の処方箋を発行した場合について評価を検討し
てはどうか。
⑵		 分割調剤の活用実態や患者の認知度等を踏まえ、このほかどういった対応が考
えられるか。

◦		 ギャンブル依存症に対する集団療法プログラムの有効性が示されたことを踏ま
え、依存症集団療法の対象にギャンブル依存症を位置付け、「標準的治療プログ
ラム」に沿った治療を行った場合に評価することとしてはどうか。

◦		 ニコチン依存症管理料について、たばこの健康への影響や加熱式たばこに対す
るエビデンス、ニコチン依存症管理料の算定状況等を踏まえ、加熱式たばこにつ
いても対象としてはどうか。また、情報通信機器を用いたニコチン依存症治療に
ついては、初回及び最終回を対面で指導することを前提とし、対面診療と情報通
信機器を用いた診療を組み合わせた診療を評価することを検討してはどうか。

⑴		 入院時支援加算について、入院前からの患者支援が円滑な入院医療の提供や病
棟負担の軽減等に資することを踏まえ、関係する職種と連携して入院前に必要な
評価を全て行い、入院後の管理に適切に繋げた場合をさらに評価してはどうか。
併せて、当該加算の取組と関連する他の加算等については、項目や要件等の整理
を行うこととしてはどうか。

⑵		 入退院支援加算及び入院時支援加算で配置を求める専従・専任職員について、
医療従事者の働き方の観点から、非常勤職員による配置を認めてはどうか。

⑶		 入退院支援加算 3の専従の看護師について、看護師の働き方及び人材の効果的
な活用の観点から、専任の看護師の配置に代えることを可能とするとともに、質
を担保する観点から小児の在宅移行に係る適切な研修の受講を要件としてはどう
か。また、新生児医療の提供体制の実態を踏まえ、当該加算 3の届出にあたって
は新生児特定集中治療室の病床数を施設基準の要件に加えてはどうか。

⑴		 地域包括ケア病棟・病室を有する医療機関が、地域において他の医療機関と連
携しつつ、当該病棟の 3つの役割を適切に担うことを推進するため、それぞれの
役割に係る要件を以下のとおり見直してはどうか。

⑵		 急性期病床からの受け入れについて、特に許可病床数200床以上の医療機関に
おいて自院の一般病床からの転棟・転室が多くを占めていることを踏まえ、自院
からの転棟割合に一定の制限を設けてはどうか。

⑶		 入院料及び管理料 1・ 3において評価されている「地域包括ケアに係る実績」
について、届出医療機関の実績等を踏まえ、自宅等からの患者の受け入れや在宅
患者訪問診療料の算定回数については基準を引き上げ、訪問看護等の回数につい
ては基準を引き下げてはどうか。また、その他の要件についても項目の見直しを
行ってはどうか。

⑷		 地域包括ケア病棟の届出について、許可病床数400床以上の医療機関が届け出
る場合等は 1病棟までとなっているが、地域包括ケア病棟の施設数・病床数が
年々増加していることや、許可病床数が大きな医療機関における自院内転棟・転
室の実態等を踏まえ、特に許可病床数が大きい医療機関が当該病棟を届け出る場
合は、その旨について地域の意見を求めることを要件とすることについてどのよ
うに考えるか。

⑸		 DPC対象病棟から地域包括ケア病棟・病室に転棟・転室する場合に算定する
報酬が異なっていることについて、患者の状態に応じた適切な医学管理を妨げな
いよう、算定する点数をDPC/PDPSにおける診断群分類の点数に一本化しては
どうか。その際、	DPC/PDPSの点数設定の考え方に基づき、当該点数を算定す
るのはDPC対象病院全体の平均的な在院日数である入院期間Ⅱまでの期間とし
てはどうか。

⑴		 リハビリテーション病棟入院料 1、 3及び 5を届出ている病棟におけるリハビ
リテーション実績指数の実態等を踏まえ、リハビリテーション実績指数の基準値
を見直すこととしてはどうか。

⑵		 リハビリテーション病棟における患者の早期受入の実態及び受入に係る評価の
現状等を踏まえ、入院患者に係る要件のうち、発症後の期間に係る要件について
見直すこととしてはどうか。

◦		 療養病棟入院基本料経過措置 2について、現在届出ている医療機関の意向を踏
まえ、どのように考えるか。

⑴		 短期滞在手術等基本料 1については、現在の評価を継続することとしてはどう
か。また、短期滞在手術等基本料 2についても、算定回数は少ないものの、 1泊
2日入院におる手術症例に関する支払い方式を残すという観点から、現在の評価
を継続することとしてはどうか。

⑵		 短期滞在手術等基本料 1、 2について、データに基づき評価の見直しを検討す
るという観点から、短期滞在手術等基本料 3と同様に短期滞在手術等基本料 1、
2を算定する対象となった手術が判別できるよう、見直すこととしてはどうか。

⑶		 短期滞在手術等基本料 3について、 4泊 5日までの手術等を実施する症例に対
して設定している基本料であり、当該基本料の対象手術症例の平均在院日数が当
該基本料の対象となった当時と比べ減少していることを踏まえ、当該手術症例の
実施件数等を考慮しながら、平均在院日数に基づき点数設定を見直すこととして
はどうか。

◦		 医療従事者の負担軽減及び業務の効率化の観点から、入院時食事療養費で求め
ている帳票等について、電子的データでの保管及び、患者毎に個別に栄養管理が
実施されている場合に簡素化する方向で検討を進めてはどうか。

速報 中・医・協・資・料─かかりつけ医機能「評価」で具体案、
　　　入院も各病棟ごとの論点がほぼ出揃う
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今
回
は
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
に
欠
か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム
を

紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
竿
。
ロ
ッ
ド
と
い
い

ま
す
。
毛
針
を
飛
ば
す
も
の
で

す
。
長
さ
や
材
質
が
違
っ
た
り

し
ま
す
。
カ
ー
ボ
ン
や
グ
ラ
ス

フ
ァ
イ
バ
ー
、
竹
な
ど
で
、
も

の
す
ご
く
ざ
っ
く
り
言
う
と
し

な
り
方
が
違
い
ま
す
。
愛
用
の

ロ
ッ
ド
は
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
の
神
様
（
本
紙
先
月
号
で
記

載
し
た
名
古
屋
の
有
名
な
方
）

が
組
み
立
て
て
く
れ
た
ロ
ッ
ド

で
、
振
っ
た
時
に
竿
が
戻
っ

て
く
る
感
覚
が
絶
妙
な
も
の

で
す
。
同
じ
ブ
ラ
ン
ク
（
竿
の

素
材
の
こ
と
）
で
組
み
立
て
た

ロ
ッ
ド
で
も
、
組
み
立
て
た
人

が
違
う
と
感
触
が
変
わ
っ
て
く

る
ら
し
い
で
す
。

次
に
リ
ー
ル
と
糸
。
リ
ー
ル

は
糸
を
巻
き
つ
け
て
お
く
道
具

で
す
。
ハ
ン
ド
ル
を
ま
く
と
カ

リ
カ
リ
い
う
音
が
素
敵
な
も
の

を
使
っ
て
い
ま
す
。
軽
さ
、
デ

ザ
イ
ン
、
色
、
音
、
ロ
ッ
ド
と

の
バ
ラ
ン
ス
で
選
ん
で
い
ま

す
。
糸
の
こ
と
は
ラ
イ
ン
と
い

い
ま
す
。
海
釣
り
な
ど
の
テ
グ

ス
み
た
い
に
細
く
な
く
、
軽
い

毛
針
を
飛
ば
す
の
で
太
く
重
さ

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ラ
イ
ン
の

先
に
細
い
糸
を
繋
げ
、
そ
の
先

に
毛
針
を
巻
き
つ
け
ま
す
。

最
後
に
毛
針
。
フ
ラ
イ
と
い

い
ま
す
。
主
に
水
辺
に
生
息
す

る
昆
虫
を
模
し
た
毛
針
で
す
。

時
季
に
よ
っ
て
魚
が
好
ん
で
食

べ
て
い
そ
う
な
形
、
色
、
サ
イ

ズ
の
虫
に
似
た
も
の
を
選
び
ま

す
。
基
本
的
に
私
た
ち
は
ド
ラ

イ
フ
ラ
イ
と
い
っ
て
水
面
に
浮

く
タ
イ
プ
の
フ
ラ
イ
を
使
い
ま

す
。
他
に
は
水
の
中
で
使
う
フ

ラ
イ
も
あ
り
ま
す
が
、
水
面
で

捕
食
す
る
魚
と
の
駆
け
引
き
が

お
も
し
ろ
い
の
で
使
う
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

フ
ラ
イ
は
購
入
も
で
き
ま
す

が
お
手
製
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
針
を
器
具
に
固
定
し
、

ミ
シ
ン
糸
く
ら
い
細
い
糸
で
鳥

の
羽
な
ど
を
針
に
巻
き
つ
け
て

作
り
ま
す
。
自
分
で
も
巻
く
こ

と
は
で
き
る
の
で
す
が
、
最
近

は
夫
が
巻
い
た
も
の
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
夫
は
「
自
分
で
巻

け
」
と
言
い
つ
つ
も
巻
い
て
く

れ
ま
す
。
夫
が
巻
い
た
フ
ラ
イ

は
よ
く
釣
れ
る
の
で
、
味
を
し

め
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
な
る
と
釣

り
に
行
け
な
い
衝
動
で
物
欲
に

走
っ
て
し
ま
う
の
が
フ
ラ
イ

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
あ
る
あ
る
で

す
。
こ
の
冬
も
衝
動
買
い
し
な

い
よ
う
、
夫
婦
で
牽
制
し
て
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　
山
口
建
治
（
輪
島
市
・
歯
科
）

ア
ー
ト
な

寿
司
・�
歯
科
・
フ
レ
ン
チ

先
日
、
現
代
の
名
工
小
野
二

郎
氏
の
お
店
銀
座
す
き
や
ば
し

次
郎
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ

た
。
90
歳
を
超
え
て
、
な
お
現

役
の
鮨
職
人
の
重
厚
な
手
仕
事

を
間
近
で
じ
っ
く
り
と
見
る
こ

と
が
で
き
た
。
二
郎
氏
は
終
始

に
こ
や
か
な
笑
顔
で
、
見
事
な

造
形
の
鮨
と
い
う
芸
術
作
品
を

私
の
目
の
前
の
黒
板
に
置
い
て

く
れ
た
。
に
こ
や
か
で
は
あ
る

が
、
時
折
見
せ
る
鋭
い
眼
光

に
、
こ
の
人
の
重
ね
て
き
た
長

く
厳
し
い
修
練
の
重
み
を
感
じ

た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

外
科
系
の
医
療
は
ア
ー
ト
ア

ン
ド
サ
イ
エ
ン
ス
だ
と
言
わ
れ

る
。
な
る
ほ
ど
、
私
の
選
ん
だ

歯
科
と
い
う
分
野
も
口
腔
内
と

い
う
極
め
て
狭
い
場
所
で
、
精

緻
な
治
療
を
要
求
さ
れ
る
。
科

学
文
献
を
読
み
込
ん
で
エ
ビ
デ

ン
ス
を
蓄
積
し
な
が
ら
、
精

密
な
仕
事
を
行
う
。
こ
れ
が

ア
ー
ト
ア
ン
ド
サ
イ
エ
ン
ス
な

の
だ
。

ま
た
先
日
、
石
川
県
保
険
医

協
会
の
企
画
で
、
奥
羽
大
学
の

高
橋
慶
壮
教
授
の
講
演
を
拝
聴

す
る
機
会
を
得
た
。
三
年
連
続

の
今
回
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を

テ
ー
マ
と
し
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
の

内
容
だ
っ
た
。
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
く
圧
倒
的
な
知
識
量
に
加

え
、
ア
ー
ト
と
す
ら
呼
べ
る
、

た
め
息
の
出
る
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
症
例
の
数
々
を
供
覧
し
て

い
た
だ
い
た
。

そ
の
興
奮
も
冷
め
や
ら
ぬ
う

ち
に
、
今
度
は
地
元
輪
島
の
若

き
フ
レ
ン
チ
の
ス
タ
ー
シ
ェ
フ

池
端
隼
也
氏
の
お
店
ラ
ト
リ

エ
・
ド
ゥ
・
ノ
ト
を
尊
敬
す
る

先
輩
・
星
野
伸
也
先
生
と
一
緒

に
訪
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。
フ

ラ
ン
ス
で
長
く
修
行
に
明
け
暮

れ
た
と
い
う
池
端
氏
の
芸
術
的

な
一
皿
一
皿
に
圧
倒
さ
れ
た
。

輪
島
の
海
と
山
で
育
っ
た
繊
細

な
食
材
を
活
か
し
き
り
つ
つ
、

現
代
的
な
フ
レ
ン
チ
と
の
融
合

は
ま
さ
に
ア
ー
ト
の
域
に
達
し

て
い
る
。
和
と
フ
レ
ン
チ
の
融

合
と
い
う
レ
ベ
ル
を
あ
っ
さ
り

と
超
越
し
た
、
最
先
端
の
現
代

フ
レ
ン
チ
を
こ
の
輪
島
で
味
わ

え
る
こ
と
に
本
当
に
驚
き
を
隠

せ
な
い
。
海
外
経
験
の
豊
富
な

妻
も
進
化
し
た
池
端
氏
の
作
品

の
圧
倒
的
な
芸
術
性
に
感
嘆
の

言
葉
を
漏
ら
し
て
い
た
。

小
野
二
郎
氏
、
高
橋
慶
壮
教

授
、
池
端
隼
也
氏
、
分
野
は
違

え
ど
超
一
流
の
世
界
で
し
の
ぎ

を
削
る
方
々
と
同
じ
時
間
を
共

有
出
来
る
こ
と
の
幸
せ
を
噛
み

締
め
て
い
る
。
自
分
も
も
っ
と

頑
張
ら
ね
ば
。

　
原
　
和
人
（
金
沢
市
・
外
科
）

ブ
ロ
グ

僕
の
朝
は
ブ
ロ
グ
で
始

ま
る
。

20
年
ほ
ど
前
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
い
う
ツ
ー
ル
が
普
及

し
は
じ
め
て
、
僕
の
勤
務
す
る

法
人
や
病
院
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
た
。
カ
メ
ラ
も
ア

ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
変
わ

り
、
か
つ
て
は
１
枚
１
枚
慎
重

に
撮
影
し
て
い
た
の
が
、
フ
ィ

ル
ム
を
気
に
せ
ず
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
押
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
わ
が
家
の

デ
ジ
タ
ル
写
真
の
第
１
号
は

２
０
０
２
年
１
月
の
家
族
で
の

正
月
の
写
真
だ
。
そ
れ
以
降
、

約
20
年
間
の
わ
が
家
の
記
録
が

パ
ソ
コ
ン
に
残
っ
て
い
る
。

写
真
は
溜
ま
る
一
方
だ
っ
た

の
で
、
個
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
自
分
の
気
に
入
っ

た
写
真
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
知
り
合
い
に
相
談

野鳥の写真を撮りはじめて 4～ 5年になる。初めはカワセミの写真が
撮りたくて、お天気が良い日は足しげく近くの普正寺のヨシゴイの池に
通った。なかなか出会うこともなく時間だけが過ぎていった。そんな中で
様々な野鳥との出会いがあった。その中の一つの話だ。
良い天気、早朝の散歩を兼ねてお出かけ。小径を横切るオレンジの影！　
なんだろう？　何度目かに近くの小枝に止まる。ジョウビタキの雄だ！　
しばし囀り縄張り宣言。
またとないチャンスを逃さずシャッターを切る。この日の前後に恩師、
谷口昂先生の訃報が届く。この写真を飾り、私を小児科医に育てていただ
いた恩師の言葉を噛みしめている。「チャンスの神様には後ろ髪がない」。
尉
じょう

火
び

焚
た

き：頭が銀髪、鳴き声が火打石を叩く様に似ている。

特集

こ
れ
に
熱
中
！
夢
中
！

チ
ュ
ウ

チ
ュ
ウ

愛用のグラスロッドとリール。イワナ
と一緒に（長野県開田高原にて）

コースの前に供される、彩り鮮やかな本日のアミューズ
ブーシュ。ほどよく熟成されたしめ鯖を小松菜のクレー
プに巻いて手づかみで頂く。鯖の濃厚な旨味を小松菜の
やさしい風味で包み込む。シェフお勧めのキリッと辛口
かつフルーティーなシャンパーニュとともに供された。

（
11
面
へ
つ
づ
く
）

続・夫婦で
�フライフィッシング

　村田　慶子（金沢市・歯科）

カワセミを求めて
�村田　祐一（金沢市・小児科）
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し
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
お

前
に
は
無
理
だ
が
、
最
近
、
ブ

ロ
グ
と
い
う
面
白
い
ツ
ー
ル
が

あ
る
と
紹
介
さ
れ
た
。

僕
が
Y
a
h
o
o
の
ブ
ロ

グ
を
開
設
し
た
の
は
２
０
０
５

年
９
月
で
、
こ
れ
を
書
い
て

い
る
日
で
４
７
１
５
回
目
の

ア
ッ
プ
ら
し
い
。
２
０
１
９

年
12
月
に
長
年
投
稿
し
て
い

た
Y
a
h
o
o
ブ
ロ
グ
が

サ
ー
ビ
ス
中
止
に
な
る
と
い
う

の
で
、
２
０
１
９
年
５
月
に

F
C
２
の
「
ハ
ラ
ゴ
ン
の
日
々

是
好
日
」
と
い
う
ブ
ロ
グ
に

引
っ
越
し
た
。

ブ
ロ
グ
で
は
ブ
ロ
グ
友
と
い

う
「
バ
ー
チ
ャ
ル
」
な
友
人
が

で
き
、
毎
日
、
ブ
ロ
グ
で
や
り

取
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
実
際

に
そ
の
友
人
と
毎
日
会
話
を
し

て
い
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
不

思
議
な
体
験
を
す
る
。
こ
れ
ま

で
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
付
き
合
い

だ
っ
た
何
人
か
の
ブ
ロ
グ
友
と

リ
ア
ル
に
お
会
い
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界

で
の
イ
メ
ー
ジ
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
り
な
か
っ
た
の
も
面
白
い
。

僕
の
ブ
ロ
グ
の
ネ
タ
は
、
家

族
の
こ
と
だ
っ
た
り
、
仕
事
の

こ
と
だ
っ
た
り
、
料
理
の
こ
と

だ
っ
た
り
、
家
庭
菜
園
の
こ
と

だ
っ
た
り
、
出
張
の
こ
と
だ
っ

た
り
、
旅
行
の
こ
と
だ
っ
た

り
、
ま
と
ま
り
が
な
く
、
ま
さ

に
「
日
々
是
好
日
」
と
い
う
私

の
記
録
に
な
っ
て
い
る
。
１
年

間
の
写
真
と
記
事
を
「
原
家
の

記
録
」
と
し
て
ま
と
め
て
、
プ

リ
ン
ト
し
て
イ
ヤ
ー
ブ
ッ
ク
も

作
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
記
事
を
ベ
ー
ス
に

し
て
エ
ッ
セ
イ
集
を
出
版
し

た
。
最
初
の
「
ハ
ラ
ゴ
ン
の
診

療
日
記
」
は
２
０
１
６
年
の
出

版
で
２
０
１
９
年
に
「
続
ハ
ラ

ゴ
ン
の
診
療
日
記
」
を
出
し

た
。
文
章
を
書
く
こ
と
は
脳
の

活
性
化
に
も
な
り
、
認
知
症

防
止
に
も
役
立
つ
か
も
し
れ

な
い
。

　
大
平
三
四
郎
（
金
沢
市
・
歯
科
）

貸
し
切
り
気
分
の
高
窪
温
泉

シ
リ
ー
ズ
　
ふ
ら
っ
と
日
帰
り
温
泉
①

私
事
で
す
が
、
７
月
に
２
週

間
、
８
月
末
か
ら
２
カ
月
間
入

院
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
間
、
週
末
は
外
泊
許
可
が

出
て
い
た
の
で
、
心
身
の
療
養

の
た
め
に
、
日
帰
り
温
泉
へ

通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
、
家
か
ら
比
較
的
近
く
て
、

あ
ま
り
人
の
来
な
い
温
泉
を
探

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
石
川
県
と

富
山
県
の
県
境
に
あ
る
高
窪
温

泉
と
い
う
と
こ
ろ
を
見
つ
け
ま

し
た
。
森
本
か
ら
、
福
光
へ
向

か
う
国
道
３
０
４
号
線
を
使
う

と
、
車
で
約
20
分
弱
で
着
き
ま

す
。
山
間
部
に
囲
ま
れ
た
の
ん

び
り
し
た
集
落
の
中
に
あ
り

ま
す
。

私
が
行
く
日
は
木
曜
日
が

多
く
て
、
そ
の
日
は
半
額

D
A
Y
で
、
２
０
０
円
で
す
。

火
曜
日
と
木
曜
日
が
半
額
で
、

他
の
曜
日
は
４
０
０
円
で
す
。

シ
ャ
ン
プ
ー
と
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ

は
、
常
備
し
て
あ
り
ま
す
。
お

風
呂
の
外
は
、
山
あ
い
の
風
景

が
綺
麗
な
こ
と
も
あ
り
、
晴
れ

の
日
は
一
枚
ガ
ラ
ス
の
大
き
い

窓
を
全
開
に
し
て
、
温
泉
に
浸

か
り
な
が
ら
風
景
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
秋
は
、
紅
葉
が
印
象

的
で
し
た
。

こ
こ
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
人

が
少
な
い
こ
と
で
す
（
今
ま
で

に
、
風
呂
場
で
複
数
の
人
と
居

合
わ
せ
た
こ
と
は
な
く
、
脱
衣

所
で
１
人
出
会
っ
た
だ
け
）。

施
設
は
、
決
し
て
新
し
く
な
い

で
す
が
、
お
風
呂
場
は
、
掃
除

も
行
き
届
い
て
気
に
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
泉
質
は
、
硫
黄
温

泉
だ
そ
う
で
す
。

た
だ
、
困
っ
た
こ
と
は
、
飲

み
物
の
自
販
機
が
無
く
て
、
湯

上
り
に
喉
が
渇
い
た
こ
と
で

す
。
飲
み
物
は
持
参
し
て
行
か

れ
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。
食

事
は
、
予
約
す
れ
ば
、
山
菜
や

鍋
（
牡
丹
、
鮟
鱇
、
鱈
）
料
理

が
食
べ
ら
れ
ま
す
。

金
沢
か
ら
近
く
て
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
温
泉
な
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
、
一
度
行
か
れ
て

も
良
い
と
思
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
あ
る
の
で
、
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

※
２
月
号
以
降
も
「
シ
リ
ー
ズ

ふ
ら
っ
と
日
帰
り
温
泉
」
と

し
て
連
載
い
た
し
ま
す
。

好きな画家の好きな絵を１０点ばかり印刷して
額縁もいろいろ変えて展示する。絵はすべて
Ａ３ サイズだが、額縁を変えることによって
単調にならない（と思っている）。
今回の作家はミュシャである。ジスモンダで
デビューし、魅惑的な女性を描いて人気作家に
なったが、人生の後半ではがらりと作風を変
え、スラブ叙事詩という全く違うジャンルの絵
を描いている。自分の祖国を強く意識した作品
である。そのこともあって最後はナチスにとら
えられ獄死していることはあまり知られてい
ない。
自分としては気に入って眺めるのだが、唯一
の観覧者であるはずの妻は素通りしていく。

 解答は 14 面

山あいにある高窪温泉

（
10
面
の
つ
づ
き
）

マイ・ギャラリー
�大川　義弘�（金沢市・内科）

小さいながらも貸し切り気分を味わえる

大きな窓からの風景を独り占め

石 川 保 険 医 新 聞 第573号（11）2020年1月15日（毎月15日発行）



も
し
、
私
が
一
人
の
生
命
の

苦
し
み
を
和
ら
げ　

一
人
の
苦

痛
を
さ
ま
す
こ
と
が
で
き
る
な

ら　

気
を
失
っ
た
駒
鳥
を
巣
に

戻
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら　

私

の
人
生
は
無
駄
で
は
な
い
（
エ

ミ
リ
・
デ
ィ
キ
ン
ス
ン
）

昭
和
46
年
７
月
に
金
沢
は
南

の
外
れ
、
額
乙
丸
町
に
開
業
し

ま
し
た
。
実
は
こ
の
月
、
保
険

医
総
辞
退
で
１
カ
月
保
険
診
療

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

祖
父
が
選
ん
で
く
れ
た
こ
の

土
地
は
、
田
園
の
真
ん
中
で
民

家
は
な
く
、
北
陸
鉄
道
石
川
線

と
国
道
１
５
７
号
に
挟
ま
れ
た

所
で
し
た
。
周
り
の
人
た
ち
か

ら
「
あ
の
よ
う
な
所
で
の
開
業

で
は
…
」
と
心
配
し
て
く
れ
る

人
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
私
は
開
業
す
る
３

年
ほ
ど
前
、
横
浜
で
勤
務
医
と

し
て
働
い
て
お
り
、
そ
の
と
き

に
患
者
の
身
に
な
っ
て
懸
命
に

尽
く
す
こ
と
で
道
は
開
か
れ
る

と
教
わ
り
ま
し
た
。
開
業
時
か

ら
し
ば
ら
く
は
、
日
曜
、
祭
日

は
な
く
、
深
夜
と
い
え
ど
も
診

療
し
て
お
り
ま
し
た
。
若
か
っ

た
で
す
ね
。

当
時
、
患
者
さ
ん
は
救
急
車

を
嫌
い
、
往
診
が
幅
を
き
か
せ

た
時
代
で
も
あ
り
、
酸
素
ボ
ン

ベ
を
持
っ
て
雪
の
中
、
一
人
で

往
診
に
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
今
思
う
と
な
ん
と
無

謀
な
こ
と
を
と
思
い
ま
す
。

桃
李
不
言　

下
自
成
蹊

（『
史
記
』）

近
年
に
な
っ
て
、
医
者
に

な
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
し

み
じ
み
感
じ
て
お
り
ま
す
。

開
業
医
に
は
定
年
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
仕
事
の
場
」
が
あ
り

ま
す
。
足
り
な
い
頭
を
補
う
の

に
本
を
読
み
、
診
察
に
来
た
人

た
ち
と
会
話
を
楽
し
む
。
欲
の

無
い
生
活
も
ま
た
楽
し
い
も
の

で
す
。

医
者
で
あ
る
以
上
、
聴
診
器

は
首
か
ら
下
げ
て
い
た
い
も

の
。
難
聴
防
止
に
と
夜
な
夜

な
音
楽
に
耳
を
傾
け
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
人
々
の
健
康
維

持
に
誠
心
誠
意
務

め
る
と
共
に
、
自

分
自
身
の
健
康
に

気
配
り
し
て
仕
事

を
続
け
る
つ
も
り

で
す
。

ア
ン
デ
ス
の
民

話
「
ハ
チ
ド
リ
の

ひ
と
し
ず
く
」

山
火
事
が
起
き

て
他
の
動
物
が
逃

げ
る
中
、
ハ
チ
ド

リ
は
小
さ
な
く
ち

ば
し
で
水
を
落
と

し
て
消
火
し
よ
う

と
す
る
。
バ
カ

に
さ
れ
る
け
ど
、

「
僕
は
僕
が
で
き

る
こ
と
を
一
生
懸

命
に
や
っ
て
い
る

ん
だ
」。

※
ハ
チ
ド
リ
は
鳥
類
の
中
で
一

番
小
さ
な
鳥
。
全
長
５
・
０

cm
～
７
・
０
cm
。

久しぶりに珠洲を訪れる機会を得た。小児科医 6年目に 1人
医長として赴任して以来である。その 1年間は、大学から来た
新米医者に訪れる患者も少なく、時間を持て余していた。釣りや
積み木遊びの腕が上がったのが懐かしい。人々は朴訥（ぼくと
つ）として外出時も鍵をかけない。人間を信じているのだ。珠洲
から金沢に戻って数年後に珠洲原発建設計画が起こった。懐かし
い顔が対立の間にいることが信じられなかった。
原発は出来なかった。鉢ヶ崎の水は変わりなく、底を泳ぐ魚影
も昔のままだ。ただ、伝え聞いた人々の心の掛け違いは、未だに
残っているという。珠洲の山々に作られた風車を眺めながら思っ
た…。原発という代物は、出来ても出来なくても人の心に暗い影
を投げかける怪物なのだろうと。

ネ
ズ
ミ
の
語
源
と

日
本
人
と
の
つ
き
あ
い

ネ
ズ
ミ
は
な
ぜ
ネ
ズ
ミ
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

か
。
そ
の
語
源
に
は
諸
説
あ

り
、
例
え
ば
人
の
食
料
を
取

る
こ
と
か
ら
「
盗
み
」
が
転

化
し
て
ネ
ズ
ミ
に
な
っ
た
と

か
、
あ
る
い
は
人
が
寝
て
い

る
夜
に
盗
む
「
寝
盗
む
」
に

由
来
す
る
と
い
う
説
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
夜
に
動
き
回

る
習
性
に
着
目
し
た
「
不
寝

見
」（
寝
ず
に
見
る
）
と
い

う
説
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

人
と
の
付
き
合
い
も
長

く
、
現
存
す
る
日
本
最
古
の

書
物
「
古
事
記
」
に
は
、
大

国
主
命
（
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ

ミ
コ
ト
）
の
命
を
助
け
た
話

が
載
っ
て
い
て
、
ネ
ズ
ミ
を

神
様
の
使
い
と
あ
が
め
る
地

方
も
あ
り
ま
す
。

哺
乳
類
の
中
で

最
多
種
の
ネ
ズ
ミ

ネ
ズ
ミ
に
分
類
さ
れ
る
種

は
約
千
三
百
種
（
約
千
八
百

種
と
い
う
説
も
）
で
、
地

球
に
す
む
哺
乳
類
（
約

四
千
二
百
種
～
四
千
五
百

種
）
の
中
で
最
も
種
が
多
い

と
い
わ
れ
ま
す
。

世
界
最
大
の
ネ
ズ
ミ
の
仲

間
は
、
南
米
ア
マ
ゾ
ン
流

域
に
す
む
カ
ピ
バ
ラ
（
正

確
に
は
世
界
最
大
の
齧
歯

〈
げ
っ
し
〉
類
）
で
、
体
長

約
１
３
０
セ
ン
チ
、
体
重
約

80
キ
ロ
。
意
外
に
泳
ぎ
や
潜

水
が
得
意
で
、
水
豚
と
い
う

別
名
が
あ
り
ま
す
。

最
小
は
砂
漠
地
帯
に
す
む

ト
ビ
ネ
ズ
ミ
の
一
種
で
体
長

は
約
４
セ
ン
チ
。
日
本
で
は

河
原
な
ど
に
す
む
カ
ヤ
ネ
ズ

ミ
で
体
長
６
セ
ン
チ
ほ
ど

で
す
。

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス

登
場
か
ら
92
年

世
界
で
最
も
有
名
な
ネ
ズ

ミ
と
い
え
ば
、
ミ
ッ
キ
ー
マ

ウ
ス
で
す
。
１
９
２
８
年
の

ア
ニ
メ
映
画
「
蒸
気
船
ウ
イ

リ
ー
」
で
人
気
に
。
モ
デ
ル

は
原
作
者
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ

ズ
ニ
ー
が
飼
っ
て
い
た
ネ
ズ

ミ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
真
偽

は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ネ
コ
の
ト
ム
と
ド
タ
バ
タ

を
繰
り
広
げ
る
ジ
ェ
リ
ー
も

お
な
じ
み
（
ア
ニ
メ
「
ト
ム

と
ジ
ェ
リ
ー
」）。
１
９
４
０

年
の
初
公
開
時
に
は
ジ
ェ

リ
ー
と
い
う
名
前
で
は
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

イ
タ
リ
ア
の
人
形
劇
の
主

人
公
ト
ッ
ポ
・
ジ
ー
ジ
ョ
は

１
９
５
８
年
に
登
場
。
日
本

の
人
気
絵
本
「
ぐ
り
と
ぐ

ら
」（
１
９
６
３
年
）
の
主

人
公
は
か
わ
い
い
双
子
の
野

ネ
ズ
ミ
で
す
。

原子力、方向転換いつでもできる
　武藤　一彦（白山市・小児科）

会員投稿 会員投稿

診
療
雑
感

～
ハ
チ
ド
リ
の
ひ
と
し
ず
く
～

　
松
原
　
一
夫
（
金
沢
市
・
内
科
）

ぽんすけの
　 保険Q&A

Dr.
Q．インフルエンザの患者さんがすっ

ごく多くて目が回る～！ 午前のイン
フルエンザの検査が陰性で、また午
後来る患者さんがいるけど、こうい
うときも検査料はそれぞれ算定で
きるのかな？

A．ぽんすけ先生、インフルエンザウイ
ルス抗原定性の算定要件は「発症後
48時間以内に実施した場合に限り
算定することができる」です。この算
定要件をクリアし、医学的に必要で
あれば算定できます。

こんなこと知ってる？
ネズミの豆知識

石 川 保 険 医 新 聞 2020年1月15日（毎月15日発行）（12）第573号



２
０
１
９
年
12
月
15
日

（
日
）、
ホ
テ
ル
金
沢
で
、
お
し

ど
り
マ
コ
氏
・
ケ
ン
氏
に
よ
る

４
年
ぶ
り
の
「
原
発
事
故
取
材

報
告
」
が
行
わ
れ
、
約
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
「
原
発
事
故
」
は
、
も

ち
ろ
ん
２
０
１
１
年
３
月
11
日

の
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
東

電
福
島
第
一
原
発
の
原
子
炉
炉

心
溶
融
な
ど
に
よ
り
発
生
し
た

事
故
を
指
し
て
い
ま
す
。
原
発

事
故
発
生
後
、
そ
の
報
道
は
多

岐
に
渡
っ
た
た
め
、
私
た
ち
は

そ
の
全
容
の
把
握
が
難
し
く
、

断
片
的
な
知
識
し
か
な
い
の
が

現
状
で
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
、
石
川

県
保
険
医
協
会
「
原
発
・
い
の

ち
・
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、「
東
電
福
島
原
発
事
故

関
連
の
年
表
」
を
作
成
し
、
論

点
と
し
て
①
原
発
周
辺
施
設
、

②
汚
染
水
、
③
避
難
・
帰
還
、

④
除
染
、
⑤
甲
状
腺
検
査
の
５

項
目
を
設
定
。
講
演
会
で
は
、

種
市
靖
行
理
事
が
そ
れ
ぞ
れ
の

大
略
を
解
説
し
た
後
、
お
二

人
か
ら
そ
の
裏
話
も
含
め
て
、

最
新
の
報
告
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

お
二
人
は
、
原
発
事
故
か
ら

約
９
年
が
経
過
し
た
日
本
で
報

道
が
少
な
く
な
っ
た
理
由
の
一

つ
に
、
国
民
の
関
心
低
下
が
あ

る
と
指
摘
。
事
故
後
に
毎
年
訪

問
し
て
い
る
ド
イ
ツ
で
は
学
生

た
ち
に
よ
る
活
発
か
つ
専
門
的

な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
る
と
言

い
、
わ
が
国
に
お
け
る
政
治
話

題
の
タ
ブ
ー
視
化
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
農

民
の
健
康
が
な
い
が
し
ろ
に
さ

れ
て
い
る
」
と
い
う
農
産
物
生

産
農
家
の
人
た
ち
の
悲
痛
な
生

の
声
を
映
像
で
紹
介
し
、
農
民

不
在
の
国
の
施
策
を
詳
細
に
摘

示
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
事

故
後
急
造
し
た
汚
染
水
貯
蔵
タ

ン
ク
か
ら
の
漏
水
、
タ
ン
ク
解

体
作
業
従
事
者
の
過
酷
な
労
働

環
境
な
ど
の
報
告
も
あ
り
、
今

な
お
続
く
原
発
事
故
の
惨
状
に

認
識
を
新
た
に
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

２
０
１
３
年
９
月
８
日
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
も
あ
っ

て
か
、
原
発
事
故
処
理
の
真
っ

た
だ
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
安
倍

首
相
は
汚
染
水
の
「
ア
ン
ダ
ー

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
宣
言
を
発
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
福
島
原
発

事
故
は
、
汚
染

水
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
上
述

の
通
り
こ
と
ご

と
く
ア
ン
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ブ
ル

な
状
態
に
あ

る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
こ
の
よ
う

な
冷
厳
な
事
実

か
ら
決
し
て
目

を
そ
ら
し
て
は

な
ら
な
い
の

で
す
。

原
発
が
存

在
す
れ
ば
、

福
島
の
よ
う

な
過
酷
事
故

は
、
ま
た
、

い
つ
起
き
て

も
不
思
議
で

は
な
い
で

し
ょ
う
。
日

本
各
地
に
散

在
す
る
原
発

が
、
も
し
も

テ
ロ
の
標
的

と
で
も
さ
れ

れ
ば
、
わ
が

国
は
、
そ
れ

こ
そ
、
人
の

住
め
な
い
国

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
、
お
し
ど
り
マ

コ
氏
・
ケ
ン
氏
に
よ
る
「
原
発

事
故
取
材
報
告
」
は
、
私
た
ち

市
民
に
と
っ
て
、
国
の
あ
る
べ

き
姿
を
さ
ら
に
考
え
る
上
で
、

非
常
に
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

11月28日（木）、衆議院第二議員会館にて標記署名の提出集会が開催された。
2019年春からスタートしたこの署名は全国で23万6,683筆が集約された（11月28日

現在）。石川県保険医協会でも276筆
を集約し、この集会で提出した。
基調報告には雨松真希人氏（歯科
技工士）が立ち、主に患者窓口負担
が受診抑制を誘引している現状への
危惧、金パラ価格の不安定性の問題、
その他歯科界が抱える問題について、
解決策は歯科医療費の総枠拡大しか
ない、と訴えた。

全国の参加者より、患者さんから治療の内容よりも治療期間や費用の心配をする
声が増えたこと、歯科技工士の離職の現状などの報告が行われた。
また当日は、診療報酬の引き上げと患者窓口負担軽減を求める医師・歯科医師署

名の石川県保険医協会集約分（55筆）についても保団連を通じて提出した。こち
らの署名は全国の会員から 1万1122筆を集約した。両署名にご協力いただき、心
より感謝申し上げる。

保険でより良い歯科医療を求める請願署名

ご協力ありがとうございました
事務局　大田　健志

全国で23万筆提出！

講師のおしどりマコ氏（写真左）、ケン氏

受付に設置した「おしどりさん取材応援募金箱」には
67,627円が寄せられ、お二人に手渡した

約100人が参加し開催された（12月15日・ホテル金沢）

理
事

　打
出

　喜
義
（
金
沢
市
・
婦
人
科
）

芸
人・記
者

お
し
ど
り
マ
コ・ケ
ン
の

「
原
発
事
故
取
材
報
告
」

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その57

シリーズ

近
年
の
自
然
災
害
な
ど
の

増
加
に
伴
い
、
自
院
に
お
け

る
非
常
用
電
源
に
関
し
考
え

続
け
て
き
た
。
一
応
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
あ
り
、
時
々

保
守
整
備
の
た
め
か
、
日
中

大
き
な
唸
り
声
を
上
げ
て
動

い
て
い
た
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
な

の
で
軽
油
で
動
き
、
一
応
常

備
の
燃
料
で
３
時
間
は
動
く

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、

軽
油
を
い
く
ら
か
備
蓄
し
て

お
け
ば
そ
の
間
は
持
つ
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
落
ち
着
い

た
。
し
か
も
精
神
科
単
科
の

病
院
な
の
で
、
高
度
な
医
療

機
器
と
言
え
る
よ
う
な
も
の

は
無
く
、
そ
の
点
に
お
い
て

は
そ
れ
ほ
ど
切
迫
感
は
な

か
っ
た
。

し
か
し
、
数
年
前
に
そ
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
壊
れ

た
。
し
か
も
破
損
部
位
が
ク

ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
で
、
修
理

は
不
可
能
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
こ
か
ら
が
困
り
ど
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
手
の
も

の
は
汎
用
品
が
無
く
、
新
し

い
も
の
を
設
置
す
る
ま
で
に

数
カ
月
を
要
す
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
停
電
し
た
ら
生

命
に
直
結
す
る
よ
う
な
危
機

は
無
か
っ
た
の
で
ま
あ
い
い

か
、
と
思
っ
て
い
た
ら
、
ど

う
も
こ
の
非
常
用
発
電
機
は

火
災
時
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

の
電
源
と
し
て
消
防
法
と
建

築
基
準
法
に
よ
り
設
置
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
こ
の

時
初
め
て
知
っ
た
。
停
電
に

な
っ
た
ら
精
神
科
の
病
院
と

言
え
ど
も
何
か
な
い
と
気
ま

ず
い
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
形

だ
け
設
置
し
て
い
た
わ
け
で

は
や
は
り
な
か
っ
た
。
何
よ

り
ま
ず
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

に
電
源
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た

し
、
そ
の
電
源
は
通
常
の
電

源
以
外
の
も
の
を
使
用
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
も
初
耳
で
あ
っ
た
。
そ

う
な
る
と
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

以
外
に
使
用
す
る
非
常
時
の

電
源
確
保
が
新
た
な
問
題
と

な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
い

か
に
も
お
金
が
か
か
り
そ
う

な
案
件
で
、
こ
こ
で
行
き
詰

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
、

と
り
あ
え
ず
同
等
品
に
買
い

替
え
と
な
っ
た
。

青木　達之（青和病院・精神科）

非常用発電機第19回

コラムリレー勤務医
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怪しげな男たちとのミーティング
「ヤク中

ちゅう

さん」に初めて会ったのは、北九州の小倉に暮らしていた大学
3年生の時でした。ある日、刑事政策の教授に誘われ大学図書館の会議室
を訪ねると、ニカッと屈託なく笑うおじさんを中心に、何やら怪しげな風
貌の男たちが座っています。笑顔のおじさんは、よく見ると指が 3本
（！）欠けています。エラいとこに来ちゃったなぁ…後悔先に立たず、も
はや部屋を出るに出られません。促されるまま席につくと、「それでは
ミーティングを始めます」と静かに会は始まりました。私が初めて参加し
た、依存症からの回復のためのミーティングでした。
長く薬物をやめている人、最近やめ始めたばかりの人、それぞれの言葉
で訥々と「明日はどうなるかわからない。でも、今日一日、僕は仲間とと
もにクスリを使わずに生きる」と語ります。圧倒的な穏やかさに満ちたこ
の雰囲気はなんだろう？気付けば『北九州D

ダ ル ク

ARC※』の立ち上げを手伝い、
暇さえあればそこに身を寄せて彼らとともに過ごすようになりました。
様々な立場の人たちが惹きつけられるように集い、仲間の奏でる静かなギ
ターを聴きながらコーヒーを飲み、ミーティングにも何度も参加しまし
た。悲喜こもごも、色々ありましたが、彼らと過ごした時間で確信したこ
とがひとつありました。
「依存症は回復できる病気である」

「依存症だけはやめときなさい」
精神科医療の現場なら依存症の回復支援に携われるかな。そんな気持ち
でソーシャルワーカーとして精神科病院に就職すると、先輩たちは言いま
した。「悪いことは言わない、依存症だけはやめときなさい」「あなたが傷

つくだけだから」。研修では「依存症は否認の病」「『底つき』しないと回
復しない」「断酒・断薬あるのみ」と聞きました。大都市での優れた実践
を聞けば「地方ではそんなことできるはずがない」と落ち込み、「依存症
なんてよくやるねぇ」と言われるたびに孤独を深めていきました。クライ
アントたちはドタバタとトラブルを繰り返し、疲弊した家族からは何とか
してくれと泣き付かれ、途方に暮れる日々。どうして何もかもがうまくい
かないんだろう？　私の見聞きした依存症の回復とは全然違う。くすぶる
私が『サンフランシスコ・スタディツアー』の募集を知ったのは、鈍

にび

色の
空の季節、ある夜更けのことでした。（次号②につづく）

（※）D
ダ ル ク

ARC：1985年 7 月に近藤恒夫氏が開設した、日本初の民間による薬物
依存者回復施設。“Drug Addiction Rehabilitation Center“の頭文字を取り「ダ
ルク」と読む。

こ
の
本
は
、
ハ
ラ
ゴ
ン
こ

と
原
和
人
先
生
の
「
診
療
日

記
」
の
第
二
弾
で
あ
る
。
第

一
弾
は
2
0
1
6
年
8
月
25

日
に
出
版
さ
れ
、『
診
察
室

の
中
か
ら
「
い
の
ち
」
に
つ

い
て
考
え
る
』
と
い
う
副
題

が
付
い
て
い
る
。
あ
わ
せ
て

読
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

す
る
。

さ
て
、
原
先
生
と
は
週
１

回
、
2
つ
離
れ
た
診
察
室
で

同
時
に
診
療
し
て
い
る
の
だ

が
、
患
者
さ
ん
を
呼
び
込
む

声
が
診
察
室
の
中
ま
で
聞
こ

え
て
く
る
ほ
ど
先
生
の
声
は

大
き
い
。
が
、
こ
の
本
は
そ

の
声
高
と
は
反
対
に
淡
々
、

冷
静
で
い
て
温
か
み
や
感
情

の
豊
か
さ
を
感
じ
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

猛
暑
の
中
で
、
熱
中
症
で

救
急
搬
送
さ
れ
た
92
歳
の
認

知
症
の
男
性
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
出
て
く
る
。
高
齢
者
が
置

か
れ
て
い
る
状
況
、
介
護
の

状
況
、
認
知
症
の
程
度
な
ど

を
十
分
把
握
し
て
早
め
の
対

応
を
と
る
こ
と
を
訴
え
て
い

る
。
先
生
は
自
分
の
こ
と
を

「
な
ん
で
も
科
」
の
医
師
だ

と
言
っ
て
い
る
が
、「
な
ん

で
も
科
」
の
視
線
は
、
医
療

面
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
や

介
護
ま
で
に
も
及
ぶ
。「
医

師
の
金
勘
定
」
で
は
、
日
常

診
療
の
中
で
の
患
者
さ
ん
と

の
会
話
の
中
か
ら
医
療
費
の

自
己
負
担
が
患
者
さ
ん
の
生

活
を
脅
か
す
こ
と
に
な
り
、

検
査
や
投
薬
を
減
ら
さ
ざ
る

を
得
な
い
実
態
を
示
し
て
い

る
。
違
っ
た
意
味
で
の
「
医

は
算
術
」
と
な
っ
て
い
る
。

書
き
遅
れ
た
が
こ
の
本
は

3
部
構
成
で
、
Ⅰ
部
「
診
察

室
」、
Ⅱ
部
「
近
く
て
遠
い

国
（
韓
国
）」、
Ⅲ
部
「
世
界

の
各
地
を
」
か
ら
な
っ
て
い

る
。
日
韓
関
係
が
ギ
ク
シ
ャ

ク
し
て
い
る
中
で
Ⅱ
部
は
と

て
も
興
味
深
く
、
ぜ
ひ
読
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
Ⅲ
部
は

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
記
述
で
読

ん
で
い
る
と
そ
の
場
に
い
る

よ
う
に
感
じ
る
読
み
物
に

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
っ
と

読
め
る
が
奥
が
深
い
本
で

あ
る
。

～生きづらさから読み解く依存症～①
わかっちゃいるけどやめられないわかっちゃいるけどやめられない第

１
回

紙上よろず勉強会シリーズ

西念奈津江
（ソーシャルワーカー（精神保健福祉士））

「台風１９号などの
豪雨災害救援募金」への

ご協力の御礼
台風１５号・１９号等の豪雨災害の支援のため、石川県

保険医協会では9月末から救援募金活動に取り組み、
会員の皆様等からご協力をいただきました。
お寄せいただいた165,000円は、12月12日に保団連へ
送金しました。この救援募金は、被災した会員の救援に
充てることとなっております。
なお、募金をお寄せいただいた方には、12月17日に
領収証をお送りしましたのでご確認をお願いします。ご協
力を賜り、誠にありがとうございました。

石川県保険医協会

【答え】①お椀からでている湯気の形 ②座ぶとんの枕が普通の枕に
 ③眼鏡の形　④髪留めの形 ⑤橙の葉の向き
 ⑥年賀状の量    ⑦猫の口

7つのまちがい解答
問題は11面

書
評
『続ハラゴンの診療日記
 ～診察室の中と外で「いのち」について考える』
さらっと読めるが奥が深い

　大川　義弘（金沢市・内科）

◆原和人（著） ◆いかだ社
◆2019年11月初版 ◆定価　1,300円（税別）

『ダルク 回復する依存者たち　
 その実践と多様な回復支援』
◆ダルク編　明石書店
2018年6月初版　2,000円（税別）
薬物依存からの当事者による回復実
践を行う「ダルク」の30年以上の
歴史を踏まえ、日本全国の代表者た
ちが「回復」「実践」「連携」をキー
ワードに、各地における個性豊かな
活動とそこから得られた知見をまと
めた。ダルクとして初めての書籍。

石 川 保 険 医 新 聞 2020年1月15日（毎月15日発行）（14）第573号



居
場
所
を
探
し
て

制
度
の
狭
間
で
本
来
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
や
援
助
が
受
け
ら
れ

な
い
人
が
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
中
で
先
人
た
ち
は
理
想
に
燃

え
て
新
た
な
事
業
を
立
ち
上
げ

て
き
ま
し
た
。
富
山
の
「
こ

の
ゆ
び
と
ー
ま
れ
」、
福
岡
の

「
宅
老
所
よ
り
あ
い
」
と
い
っ

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
、
訪
問
診

療
や
訪
問
看
護
、
回
復
期
リ
ハ

病
棟
と
い
っ
た
医
療
サ
ー
ビ
ス

も
、
報
酬
と
し
て
認
め
ら
れ
る

前
か
ら
実
践
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
は
児
童
福
祉
法
上
の
第

二
種
社
会
福
祉
事
業
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
自
立
援

助
ホ
ー
ム
も
そ
の
一
つ
で
し

た
。
自
立
援
助
ホ
ー
ム
（
以
下

ホ
ー
ム
）
と
は
、
何
ら
か
の
理

由
で
家
庭
に
い
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
、
児
童
養
護
施
設
を
退
所

し
て
働
か
ざ
る
を
え
な
く
な
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
、
社
会
で
生

き
て
い
く
た
め
の
準
備
を
す
る

と
こ
ろ
で
す
。
長
い
間
、
石
川

県
に
は
ホ
ー
ム
が
な
く
、
行
き

場
の
な
い
子
ど
も
た
ち
が
大
勢

い
ま
し
た
。

親
か
ら
虐
待
を
受
け
て
い
た

18
歳
の
女
の
子
か
ら
、
一
人
の

弁
護
士
が
電
話
で
悩
み
ご
と
相

談
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
県
内

に
ホ
ー
ム
が
な
い
た
め
、
そ
の

弁
護
士
は
彼
女
の
居
場
所
を

と
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
電
話
を

し
、
よ
う
や
く

岐
阜
に
あ
る

ホ
ー
ム
を
探
し

当
て
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
結
局

彼
女
は
ホ
ー
ム

に
は
な
じ
め
ず

退
去
し
て
し

ま
っ
た
の
で

す
。
地
元
に

ホ
ー
ム
が
あ
れ

ば
う
ま
く
自
立

を
サ
ポ
ー
ト
で

き
て
い
た
か
も

し
れ
ず
、
そ
う

い
っ
た
ケ
ー
ス

を
契
機
に
、
石
川
で
の
自
立
援

助
ホ
ー
ム
設
立
の
動
き
が
始
ま

り
ま
し
た
。

児
童
養
護
施
設
は

18
歳
退
所

「
シ
ェ
き
ら
り
」
は
、
石
川

県
で
は
初
の
女
子
限
定
・
自

立
援
助
ホ
ー
ム
を
運
営
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。
法
人
は

２
０
１
７
年
に
設
立
し
、
ホ
ー

ム
は
２
０
１
８
年
２
月
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
前
は

公
的
援
助
が
な
く
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
含
む
様
々

な
工
夫
で
資
金
を
集
め
ま
し

た
。
苦
労
が
多
か
っ
た
だ
ろ
う

と
感
じ
ま
し
た
。「
シ
ェ
き
ら

り
」
の
シ
ェ
4

4

は
フ
ラ
ン
ス
語
で

「
家
」
と
い
う
意
味
で
、「
シ
ェ

き
ら
り
」
は
「
き
ら
り
ん
ち
」

と
い
う
意
味
で
す
。
利
用
す
る

人
に
と
っ
て
あ
な
た
の
お
家

で
す
よ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
す
。

児
童
養
護
施
設
は
、
18
歳
以

上
に
な
る
と
退
所
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
と
い
っ
て
も
い

き
な
り
社
会
に
出
て
自
立
す
る

こ
と
は
困
難
な
こ
と
も
多
く
、

そ
の
よ
う
な
と
き
は
「
シ
ェ

き
ら
り
」
を
利
用
し
ま
す
。

「
シ
ェ
き
ら
り
」
で
は
、
自
立

に
向
け
て
職
員
が
家
事
援
助
な

ど
を
し
ま
す
。
利
用
期
間
は
平

均
１
～
２
年
で
、
長
い
人
に
な

る
と
４
年
と
の
こ
と
で
す
（
22

歳
に
な
る
3
月
末
で
退
所
）。

利
用
料
は
月
３
万
円
で
、
現
在

は
４
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

定
員
は
９
人
で
す
が
、
利
用
者

９
人
に
対
し
て
職
員
配
置
は

基
準
で
は
３
・
５
人
で
す
。
と

い
っ
て
も
24
時
間
の
身
守
り
体

制
を
と
る
と
な
る
と
そ
れ
で
は

足
り
ま
せ
ん
。
理
事
長
を
筆
頭

に
理
事
が
当
直
業
務
に
就
い
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
う
ー

ん
（
涙
）。

虐
待
見
逃
さ
な
い
で

保
険
医
協
会
会
員
へ
の
要
望

と
し
て
、
医
師
・
歯
科
医
師
は

虐
待
の
発
見
者
に
な
り
得
る
の

で
そ
の
意
識
を
持
っ
て
診
療
に

あ
た
っ
て
ほ
し
い
、
虐
待
を
見

逃
さ
ず
、
そ
の
後
も
関
心
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し

た
。「
自
立
援
助
ホ
ー
ム
の
存

在
を
知
っ
て
ほ
し
い
し
、
設
立

の
趣
意
に
賛
同
し
て
会
員
に

な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。「
シ
ェ
き

ら
り
」
の
利
用
者
は
経
済
的
に

苦
し
く
、
無
料
低
額
診
療
で

助
か
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

何
事
も
新
し
く
始
め
る
と
い

う
こ
と
は
、
苦
労
が
と
て
も
多

い
も
の
で
、
ま
た
制
度
が
し
っ

か
り
し
て
い
な
い
と
維
持
も
大

変
で
す
。
大
勢
の
会
員
の
先
生

が
、「
シ
ェ
き
ら
り
」
の
応
援

団
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。

※
今
回
は
「
シ
ェ
き
ら
り
」

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
同
封
し
ま

す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

医療 福祉の

《第14回》

自
立
援
助
ホ
ー
ム（
15
〜
20
歳
の
人
の
暮
ら
し
の
場
）

「
児
童
」で
も「
大
人
」で
も
な
い

  
制
度
の
狭
間
の
子
ど
も
た
ち

エキスパート
訪問

【
訪
問
先
】自
立
援
助
ホ
ー
ム「
シェ
き
ら
り
」

【
取

　材
】 医
療
福
祉
部
取
材
班

前列がNPO法人「シェきらり」事務局長の中聖子さん（弁
護士）。後列左から橋爪事務局員、大川副会長、平田副会長、
大田事務局員（11月21日・石川県保険医協会会議室）

●同封の読者アンケート・クイズ解答用紙（A4）にクイズの答え、住所、電話
番号、氏名、職業（勤務先または所属団体など）および本紙を読まれた
感想などを必ずご記入の上、FAXでお送り下さい（076－231－5156）。

●応募はお一人様一通に限らせていただきます。
●当選発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

必要事項をもれなくご記入いただいた正解者の中から抽選で5人の方に、
図書カード（2,000円分）をプレゼント。

締め切り

2020年1月31日（金）
午後5時

  １　でっぷりと太った相撲力士
  ２　段違いなこと。……が違う
  ３　極めて知能が高い類人猿
  ４　スキー……で雪国へ
  ５　手が空いている時間
  ６　新年、消防といえば
  ７　毎年、訪日が増えています
  ９　博物館を訪れる人
10　まかぬ……は生えぬ
12　万葉集は日本最古の……集
14　すずりの水をためるところ
16　英語の敬称の一つ
17　軽妙なこばなし
19　コンクリート製建物の芯
20　正月の代表的遊びといえば
22　ベートベンのピアノソナタ
24　ローマ字の書き方は？
26　和室の床材
28　食べ過ぎ注意。間食です
29　人と人の間を隔てます
30　おいしい時に打つ……鼓

タテのカギ
  １　2020 年大河ドラマの主人公
  ７　１月１日の朝のことです
  ８　雨が降りそうな空
10　代表的な打楽器
11　運気が上がる……スポット
13　優秀なお医者さんです
15　逃げ場のないネズミがかむ
16　人が住んでいる家
17　一時的な仕事の比喩
18　えりくび、うなじともいう
19　勤め人に春は……の季節
20　父や母の男きょうだい
21　標的です
23　警察……、消防……
25　お笑いコンビの尼神……
27　スッポンの対極にあります
28　鶏肉と玉子をのせた……丼
29　結婚はしていません
31　義賊？　……次郎吉
32　ろうと状の雲を伴う突風

ヨコのカギ

2020年2020年

【作／モロズミ勝】

二
重
ワ
ク
の
文
字
を

A
〜
F
の
順
番
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
？

 

　
　
　

【
問
題
】

新年号を読まれた方なら、どなたでもご応募いただけます

石 川 保 険 医 新 聞 第573号（15）2020年1月15日（毎月15日発行）



原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

小島　登（内灘町・歯科）

　ぼるくん　ぼるくんのの 　界を歩く　界を歩く世世
カンツォーネ、ゴンドラ遊覧、これぞベネチアカンツォーネ、ゴンドラ遊覧、これぞベネチア
《第5回》イタリア編②

会員リレーエッセー� ◆◆244◆◆

こ
こ
数
年
間
は
、
花
木
作
り
に
精
を
出
し
て
い
る
。
水
と

温
度
（
日
当
た
り
）
の
加
減
が
微
妙
に
植
物
の
生
育
に
影
響

し
て
い
る
こ
と
は
、
日
頃
感
じ
て
い
る
。
人
間
同
様
、
こ

の
地
球
に
生
存
す
る
生
物
は
、
地
球
環
境
の
真
っ
た
だ
中
で

生
き
残
り
、
あ
る
い
は
、
絶
滅
し
て
き
た
。
ま
た
、
花
の

美
し
さ
や
、
そ
の
造
形
の
複
雑
さ
は
、
花
作
り
の
楽
し
さ
を

増
強
し
て
く
れ
る
。
反
面
、
そ
の
環
境
の
設
定
を
誤
り
、
一

晩
で
そ
の
元
気
さ
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
日
常
茶
飯
事
で

あ
る
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
今
年
は
「
花
よ
り
団
子
」、
野
菜
作
り

に
精
を
出
し
た
。
作
る
の
が
易
し
い
と
言
わ
れ
る
、
ナ
ス
と

パ
プ
リ
カ
で
あ
る
。
大
き
な
鉢
に
培
養
土
を
入
れ
支
柱
を
立

て
て
、
苗
を
植
え
込
ん
だ
。
水
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
て
、
毎
日

の
見
守
り
。
花
を
付
け
、
実
が
な
る
ま
で
、
た
だ
ひ
た
す
ら

待
つ
よ
り
仕
方
な
い
。
台
風
が
来
る
と
な
れ
ば
、
大
き
な
鉢

を
台
車
に
乗
せ
て
風
が
弱
い
場
所
に
移
動
さ
せ
る
。
時
に
、

栄
養
剤
も
吹
き
付
け
る
。
子
育
て
に
こ
の
く
ら
い
参
加
し
て

い
た
ら
良
か
っ
た
の
に
と
反
省
す
る
が
、
誰
か
が
「
手
遅
れ

よ
」
と
囁
く
。
良
い
天
気
が
続
く
の
に
、
ナ
ス
も
パ
プ
リ
カ

も
花
を
付
け
な
い
。
連
日
、
35
℃
の
熱
帯
昼
夜
で
あ
る
が
、

そ
の
影
響
か
と
思
い
は
じ
め
た
。
こ
こ
で
も
、
人
間
も
植
物

も
地
球
に
生
き
て
い
る
仲
間
だ
と
気
付
か
ざ
る
を
得
な
い
。

人
間
は
エ
ア
コ
ン
を
手
に
入
れ
た
が
、
植
物
は
た
だ
ひ
た
す

ら
熱
波
が
遠
の
く
の
を
待
つ
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

普
通
の
夏
に
戻
り
か
け
た
頃
、
ナ
ス
も
パ
プ
リ
カ
も
可
愛

い
花
を
付
け
た
。
両
者
共
に
「
待
っ
て
い
た
よ
」
と
囁
い
て

い
る
よ
う
だ
。
そ
の
後
、
順
調
に
実
を
付
け
、
ゆ
っ
く
り

と
そ
の
重
さ
を
増
し
た
。
二
つ
め
三
つ
め
と
実
を
付
け
た

が
、
形
が
長
男
と
は
違
っ
て
い
る
。
長
男
が
栄
養
を
吸
っ
て

し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
わ
て
て
栄
養
剤
を
吹
き
付
け
る

が
、
ま
さ
に
手
遅
れ
で
あ
る
。
そ
の
ま
ま
大
き
く
な
っ
た
。

野
菜
作
り
も
子
育
て
も
気
を
抜
け
な
い
？　

わ
が
家
の
常
備

菜
「
ナ
ス
の
シ
ソ
風
味
味
噌
煮
」
は
、
形
と
関
係
な
く
お
い

し
か
っ
た
。
形
の
違
い
は
個
性
と
呼
び
た
い
。

花
木
作
り武

藤
　
一
彦
（
白
山
市
・
小
児
科
）

２
月
10
日
（
土
）

今
日
は
ベ
ネ
チ
ア
市
内
観

光
。
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
は
ベ
ネ
チ

ア
の
権
力
を
誇
示
す
べ
く
、
人

目
に
付
く
と
こ
ろ
は
荘
厳
に
。

普
段
使
い
は
質
素
に
。「
目
安

箱
」の
密
告
に
よ
っ
て
、権
力

者
で
さ
え
も「
た
め
息
の
橋
」を

渡
っ
て
牢
獄
へ
。
明
か
り
も
な

く
、暖
を
と
る
こ
と
も
で
き
ず
、

天
国
か
ら
地
獄

の
身
の
上
を
受

け
入
れ
ら
れ
ず

に
亡
く
な
っ
て

い
っ
た
。
サ
ン

マ
ル
コ
寺
院
の

金
箔
と
モ
ザ
イ

ク
画
の
素
晴
ら

し
さ
を
堪
能
。

カ
ン
ツ
ォ
ー

ネ
を
聴
き
な
が

ら
ゴ
ン
ド
ラ
遊

覧
40
分
。
こ
れ

ぞ
ベ
ネ
チ
ア
。

ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
と
テ
ノ
ー
ル

と
と
も
に
街
並

み
を
め
ぐ
る
。
周
り
の
ゴ
ン
ド

ラ
か
ら
、
橋
の
上
か
ら
、
運
河

沿
い
か
ら
拍
手
喝
采
、
か
け

声
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
光
る
。

サ
ン
マ
ル
コ
広
場
の
仮
面
コ

ン
テ
ス
ト
で
は
、
カ
ー
ニ
バ
ル

も
絶
好
調
。
押
し
く
ら
ま
ん

じ
ゅ
う
の
よ
う
な
大
混
雑
と
迷

路
の
連
続
を
乗
り
越
え
、
リ
ア

ル
ト
橋
へ
。
橋
の
横
の
展
望
台

を
予
約
し
、
今
夜
の
レ
ス
ト
ラ

ン
の
下
見
に
奮
闘
す
る
も
見
つ

か
ら
ず
、
グ
ー
グ
ル
ナ
ビ
の
力

を
借
り
よ
う
や
く
た
ど
り
着

く
。
再
び
展
望
台
へ
。
夜
景
が

綺
麗
だ
っ
た
。
寒
く
て
10
分
ほ

ど
し
か
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

晩
ご
飯
は
ス
テ
ー
キ
の
大
き

さ
に
ビ
ッ
ク
リ
。
３
分
の
１
ほ

ど
で
顎
も
お
腹
も
ギ
ブ
ア
ッ

プ
。
帰
り
は
も
っ
と
大
変
だ
っ

た
。
さ
っ
き
こ
の
道
通
っ
た
気

が
す
る
、
こ
ん
な
道
初
め
て
、

こ
の
橋
渡
っ
た
気
が
す
る
。
こ

こ
は
ど
こ
？　

ホ
テ
ル
は
ど
っ

ち
？　

ま
た
ま
た
グ
ー
グ
ル
ナ

ビ
が
登
場
し
、
道
と
は
思
え
な

い
と
こ
ろ
を
通
り
抜
け
、
建
物

の
間
に
入
り
、
１
時
間
ほ
ど
歩

い
て
よ
う
や
く
ホ
テ
ル
到
着
。

ベ
ネ
チ
ア
は
本
当
に
道
が
分
か

ら
な
い
。

２
月
11
日
（
日
）

バ
ス
で
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
広
場
へ
到
着
。

小
さ
な
車
が
道
路
脇
で
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
た
よ
う

だ
。
こ
ま
や
か
な
心
遣
い
が
憎

い
ね
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
一

望
。
赤
い
屋
根
の
街
並
み
と
教

会
。
６
０
０
年
以
上
も
健
在
な

回
廊
ベ
ッ
キ
オ
橋
。
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
の
中
心
部
は
駐
車
場
が
確

保
で
き
な
い
の
で
、
市
内
観
光

は
全
て
徒
歩
。

昼
食
後
、
現
地
ガ
イ
ド
と
合

流
。
シ
ニ
ョ
ー
リ
ア
広
場
に
は

14
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
、
高
い

塔
の
あ
る
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
宮
と
３

連
ア
ー
チ
の
ラ
ン
ツ
ィ
の
回
廊

が
あ
る
。
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
宮
入
り

口
左
に
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
作

「
ダ
ビ
デ
像
」（
レ
プ
リ
カ
）。

ラ
ン
ツ
ィ
の
回
廊
の
２
作
品
は

本
物
。
緑
の
立
像
が
、
ベ
ン

ヴ
ェ
ヌ
ー
ト
・
チ
ェ
ッ
リ
ー
ニ

作
の
「
ペ
ル
セ
ウ
ス
」、
白
が

ジ
ャ
ン
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
作
の
「
サ

ビ
ニ
の
女
た
ち
の
略
奪
」。

ウ
フ
ィ
ッ
ツ
ィ
美
術
館
へ
。

メ
デ
ィ
チ
家
の
庇
護
の
も
と
開

花
し
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
。
そ
れ

ま
で
の
宗
教
画
か
ら
自
然
の
ま

ま
の
肉
体
、
人
間
へ
復
活
。
長

い
長
い
回
廊
が
続
き
、
絵
画
の

変
遷
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
教
科
書
で
見
た
こ
と
の

あ
る
作
品
の
数
々
。
ボ
ッ
テ
ィ

チ
ェ
リ
作
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
誕

生
」、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
ヴ
ィ

ン
チ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
ラ

フ
ァ
エ
ロ
な
ど
な
ど
。
完
全
に

許
容
量
を
超
え
、
感
動
が
薄
ら

い
で
く
る
。

次
に
訪
れ
た
ド
ゥ
オ
モ
は
開

放
感
あ
ふ
れ
る
構
造
で
柱
が
気

に
な
ら
な
い
。
ド
ー
ム
型
の
天

井
に
は
、
フ
レ
ス
コ
画
の
「
最

後
の
審
判
」。
ド
ゥ
オ
モ
の
真

向
い
に
は
サ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン

ニ
洗
礼
堂
の
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ギ

ベ
ル
テ
ィ
作
「
天
国
の
門
」
が

あ
る
。

郊
外
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
オ
メ

ロ
」
へ
。
藁
で
編
ま
れ
た
「
わ

ら
づ
と
」
に
包
ま
れ
た
丸
い
瓶

は
、
日
本
で
は
入
手
困
難
な
２

Ｌ
の
キ
ャ
ン
テ
ィ
ワ
イ
ン
。
軽

く
て
飲
み
や
す
い
。
生
ハ
ム
と

ほ
う
れ
ん
草
の
詰
め
物
パ
ス
タ

が
絶
品
。
ポ
ル
チ
ー
ニ
の
ペ
ー

ス
ト
と
ビ
ス
テ
ッ
カ
・
フ
ィ
オ

レ
ン
テ
ィ
ー
ナ
（
キ
ア
ナ
渓
谷

の
Ｔ
ボ
ー
ン
ス
テ
ー
キ
）
も
。

囲 碁

（解答は 3 面にあります） （解答は 3 面にあります）

黒先　（５分で二、三段以上）
〈ヒント〉 黒二子をうまく取らせて
 眼形を奪います。

■出題　九段　石榑郁郎

〈ヒント〉流れるような手順で
 詰む……。（10分で初段）

■出題　九段　西村一義

中級編 中級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え3面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独4 9 6 5
5 2

3 1 9
1 3 2

1 □ 3
8 2 6
9 4 8
6 7

8 □ 3 2 1

アコーディオンとテノールとともにゴンドラ遊覧

サンマルコ広場は仮装した参加者
でいっぱい

石 川 保 険 医 新 聞 2020年1月15日（毎月15日発行）（16）第573号


